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産経世論調査続報、2+2、政局、PKO日報新資料、参院予算委閉中審査、民進党、沖縄
産経新聞2017.7.25 08:01更新 
【産経・ＦＮＮ合同世論調査】内閣支持率、４０・５０代女性が“危険水域”に　公明支持層も不支持上回る
[image: image1.jpg]51 Eiﬁﬂﬂwﬂ@§ﬁ$ﬁ1§

6 7H
2 561 47.6
EEt | 60.3 | 531
10-20/X | 70.8 | 58.3
301X 68.0 | 547 | 533
401X 56.2 | 48.3
5018 56.2 | 53.4
60fRLIE | 56.6 | 52.6
ZiE | 521
10-20f% | 70.6 | 54.4
301K 55.6
401X 61.2
501X 48.6
60fRLIE | 429
S I3 %o P HEIE [ 33 <A 38 ] o5/
D602k 1337 e A 558





性別・年代別の内閣支持率推移
　産経新聞社・ＦＮＮ合同世論調査を性別・年代別で見ると、安倍晋三内閣の支持率は、女性の４０代、５０代で“危険水域”とされる３割切りとなった。安倍内閣の支持率は「男高女低」と「若高老低」という傾向があるが、前々回の調査では全ての層で支持が不支持を上回るか同率にあったことから、今回は非常に厳しい結果といえる。
　女性は、全ての年代で支持が不支持を下回った。支持が最も低かった年代は５０代の２７・８％だった。前回比で９・７ポイント、前々回比で２０・８ポイント減った。次に低かったのは４０代の２９・４％。前回比で８・２ポイント減り、前々回からは３１・８ポイントも急減し、２カ月で支持が半分以下になった。６０代以上は３０・１％で、前回から１２・４ポイント下落した。
　男性も全ての年代で支持が下落した。ただ、３０代だけは支持が５３・３％と過半数を維持した。
　内閣支持率を政党別でみると、連立与党の公明党の支持層で支持と不支持が逆転し、不支持４３・４％、支持４１・５％だった。
　世論調査では、首相の「人柄」と「指導力」「外交・安全保障政策」が、今回はいずれも５０％を割り、「評価しない」が「評価する」を上回った。
産経新聞2017.7.25 08:02更新 
【産経・ＦＮＮ合同世論調査】主な質問と回答（７月）
【問】安倍晋三内閣を支持するか
支持する３４．７（４７．６）　支持しない５６．１（４２．９）　他９．２（９．５）
【問】どの政党を支持するか
自民党２９．１（３６．０）　　民進党７．０（８．３）　公明党５．３（４．１）
共産党４．６（５．６）　　日本維新の会３．２（３．５）
社民党１．３（０．８）　　自由党０．８（１．３）
日本のこころ０．２（０．２）　その他の政党２．０（１．７）
支持する政党はない４５．７（３８．１）　他０．８（０．４）
【問】安倍政権で次に挙げるものを評価するか
《首相の人柄》
評価する４５．６（５６．５）　評価しない４８．４（３８．２）　他６．０（５．３）
《首相の指導力》
評価する４０．３（５５．０）　評価しない５４．２（３９．５）　他５．５（５．５）
《景気・経済対策》
評価する３５．４（４０．１）　評価しない５５．３（５１．３）　他９．３（８．６）
《社会保障政策》
評価する２８．５（３３．１）　評価しない６１．２（５５．８）　他１０．３（１１．１）
《外交・安全保障政策》
評価する４４．１（５１．６）　評価しない４５．７（３８．９）　他１０．２（９．５）
【問】安倍首相を信頼しているか
信頼している２９．６　信頼していない６３．８　他６．６
【問】「加計学園」の獣医学部新設計画をめぐり、「行政がゆがめられた」とする前川・前文科事務次官と「ゆがめられた行政を正した」とする加戸・前愛媛県知事のどちらに説得力があるか
前川氏５２．２　加戸氏２３．５　他２４．３
【問】安倍首相を除く現閣僚の中で最も代えた方がよいのは
麻生太郎副総理兼財務相１．５　高市早苗総務相０．２
金田勝年法相２．９　岸田文雄外相０．３　松野博一文科相０．１
塩崎恭久厚労相０　山本有二農水相０　世耕弘成経産相０．１
石井啓一国交相０．１　山本公一環境相０．８　稲田朋美防衛相６３．１
菅義偉官房長官１．９　吉野正芳復興相０．１　松本純国家公安委員長０
鶴保庸介沖縄・北方相０　石原伸晃経済再生相０．１
加藤勝信１億総活躍担当相０　山本幸三地方創生担当相０．５
丸川珠代五輪相０
【問】施行から７０年を迎えた憲法に関して
《今の憲法を改正することに賛成か》
賛成４６．５（５５．４）　反対４３．８（３７．５）　他９．７（７．１）
《９条を維持した上で、自衛隊の存在を明記することに賛成か》
賛成５５．３（６１．６）　反対３１．３（２８．６）　他１３．４（９．８）
《秋の臨時国会以降、改憲の具体的な議論を進めることに賛成か》
賛成６４．６　反対２８．５　他６．９
《安倍首相（自民党総裁）が年内に党の改憲案を国会に提出する方針について評価するか》
評価する４１．２　評価しない４９．０　他９．８
【問】いま、首相に誰がふさわしいか
麻生太郎氏２．２　安倍晋三氏１９．７　石破茂氏２０．４　岸田文雄氏５．３
小池百合子氏８．９　小泉進次郎氏９．０　橋下徹氏３．９
前原誠司氏０．５　蓮舫氏１．７　他の政治家４．１
ふさわしい人はいない２１．６　他２．７
【問】第１次安倍内閣以降の内閣で最も評価するのは
福田内閣７．９　麻生内閣４．４　鳩山内閣４．０　菅内閣４．３
野田内閣７．９　第２次、第３次安倍内閣４１．５　他３０．０
【問】民進党の蓮舫代表に期待するか
期待する２７．９　期待しない６７．４　他４．７
【問】蓮舫氏は自身の二重国籍問題に関し、違法状態を２５年以上放置し、参院議員や閣僚となったことについて「故意ではない」と説明した上で謝罪したが、説明に納得できるか
納得できる４５．８　納得できない４５．２　他９．０
【問】ＩＣＢＭ発射などの軍事的挑発を続けている北朝鮮に関して
《北朝鮮の動向に不安を感じるか》
感じる９２．１　感じない６．８　他１．１
《国際社会は対話か圧力のどちらに重点を置くべきか》
対話に重点３３．８　圧力に重点５９．９　他６．３
《米国と北朝鮮が軍事衝突する可能性を懸念しているか》
懸念している７３．８　懸念していない２２．７　他３．５
【問】社会保険料を上乗せして保育・幼児教育を無償化する「こども保険」の導入に賛成か
賛成５８．３　反対３２．３　他９．４
【問】小池百合子東京都知事を支持するか
支持する６８．９（６５．７）　支持しない２２．１（２２．７）　他９．０（１１．６）
【問】小池知事が率いた都民ファーストの会が国政に進出した場合、選挙で投票するか
投票する３１．９（３１．７）　投票しない５２．５（４９．６）　他１５．６（１８．７）
（注）数字は％。カッコ内の数字は６月１７、１８両日の前回調査結果。「他」は「わからない」「言えない」など。
◇
■世論調査の方法
　調査エリアごとの性別・年齢構成に合わせ、電話番号を無作為に発生させるＲＤＤ（ランダム・デジット・ダイヤリング）方式で電話をかけ、算出した回答数が得られるまで調査を行った。調査対象は全国の１８歳以上の男女１０００人
8月中旬に日米2プラス2　対北朝鮮で連携強化へ
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北朝鮮が4日行った「火星14」の発射実験。朝鮮中央通信が配信した（朝鮮通信＝共同）

　日米両政府は、トランプ政権下で初の外務・防衛担当閣僚による安全保障協議委員会（2プラス2）を8月17日前後にワシントンで開く方向で調整に入った。日本側は、安倍晋三首相が3日にも実施する内閣改造後の新閣僚が出席。北朝鮮が進める核・ミサイル開発への対処や、弾道ミサイル防衛（BMD）態勢の拡充について協議する見通しだ。日米外交筋が25日、明らかにした。

　日米2プラス2の開催は2015年4月以来となる。両政府は、北朝鮮による今月4日の大陸間弾道ミサイル（ICBM）発射を受け、日米両国と韓国を交えた連携強化が急務だと判断。8月中旬の実施で調整することになった。

１０月の衆院２補選 与野党が選挙態勢の構築急ぐ
NHK7月26日 4時11分
自民党議員の死去に伴い、衆議院青森４区の補欠選挙が衆議院愛媛３区とともにことし１０月に行われることになりました。２つの補欠選挙は来月行われる内閣改造後、初めての国政選挙となり、与野党は候補者の擁立など選挙態勢の構築を急ぐ方針です。
自民党の木村太郎衆議院議員が２５日、すい臓がんのため死去したことを受けて、衆議院青森４区の補欠選挙が衆議院愛媛３区の補欠選挙とともに１０月１０日告示、２２日投票の日程で行われることになりました。
自民党はこれまで２つの選挙区ともに議席を確保していたうえ、内閣支持率が下落する中で反転攻勢につなげるためにも負けられない選挙だとして候補者の擁立を急ぐとともに、公明党にも協力を求め、速やかに態勢の構築を図ることにしています。
これに対し民進党は、次の衆議院選挙に向け弾みをつけたいとして候補者を擁立して総力戦で臨む方針で、共産党などと野党候補を１本化することも含めて、今後、調整を進めることにしています。
２つの補欠選挙は来月３日にも行われる内閣改造後、初めての国政選挙となり、安倍総理大臣の政権運営などをめぐって与野党の激しい論戦が行われる見通しです。
二階氏、衆院解散「遠くない」　派閥研修会で引き締め図る
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研修会で講演する自民党の二階幹事長＝25日、大阪市

　自民党の二階俊博幹事長は25日、大阪市で開いた二階派研修会で講演し、衆院解散・総選挙に向けた準備を呼び掛けた。「そう遠くない日に必ず選挙がある。立ち遅れは許されない」と強調した。内閣支持率が続落する中、派閥所属議員の引き締めを図った形だ。

　研修会では、安倍政権の経済政策「アベノミクス」の推進方針を確認した。2014年の消費税率8％への引き上げで消費が低迷しているとして、10兆円規模の補正予算と当初予算の年率3～4％の拡充を目指すとした。

　同党の勝俣孝明衆院議員（比例東海）の同派入会も決めた。二階氏を含め、二階派は計44人となった。

「衆院選の準備、遅れたら駄目」　自民・二階派が研修会 
日経新聞2017/7/25 20:48
　自民党二階派は25日、大阪市内のホテルで研修会を開いた。会長の二階俊博党幹事長は講演で、次期衆院選について「そう遠くない日に必ず選挙がある。いつあってもおかしくないという気持ちが必要で、立ち遅れたら駄目だ」と述べた。研修会では勝俣孝明衆院議員（比例東海）の入会を発表、同派所属の自民党議員は44人となった。
自民二階幹事長 次期衆院選へ引き締め図る
NHK7月25日 18時24分
自民党の二階幹事長は大阪市で開いた派閥の研修会で講演し、次の衆議院選挙について「いつあってもおかしくないという気持ちが必要だ」と述べ、選挙に向けた準備を怠ることがないよう引き締めを図りました。
この中で二階幹事長は、次の衆議院選挙について「そう遠くない日に必ず選挙はある。党の幹事長だからすぐ解散があるようなことを言って歩いてみんなに恐怖を感じさせてもいけないが、常識的に考えて、選挙はいつか必ずある。いわゆる政治的な任期はもう来ており、いつあってもおかしくないという気持ちが必要だ」と述べました。
そのうえで二階氏は、「選挙戦に立ち遅れてはだめで、今から頑張らなければいけない。今度の選挙に一緒になって当選し、国民に対する負託に応えていきたい」と述べ、選挙に向けた準備を怠ることがないよう引き締めを図りました。
また、二階派の研修会では、現状の日本経済はいまだにデフレからの脱却の途上にあるとして、アベノミクスを徹底するため１０兆円程度の大型の補正予算の編成など、政府に対し大胆な財政政策を求める内容の決議を行いました。
首相 仙台市長選は政府への批判も影響
NHK7月25日 13時39分
安倍総理大臣は、参議院予算委員会で、与野党対決の構図となった仙台市長選挙で自民党などの支援した候補が敗れたことについて、政府への批判も影響した結果だとしたうえで、獣医学部新設などをめぐる国民の疑念に丁寧に答え、信頼回復に努める考えを示しました。
この中で、安倍総理大臣は、与野党対決の構図となった仙台市長選挙で民進党などが支援した候補が当選し、自民党などの支援した候補が敗れたことについて、「政府に対する国民のさまざまな批判も含めたうえの結果だということも認識しながら、結果を真摯（しんし）にうけとめたい」と述べました。
そのうえで、安倍総理大臣は「獣医学部の問題について、私の友人が関わることであり、その中で、国民から疑念の目を向けられることは、もっともなことだ。答弁では、その観点が欠け、至らぬ点があったことは率直に認めなければならない。国民目線に立って、事実に基づいて、丁寧なうえにも丁寧に説明する努力を重ねていきたい」と述べ、信頼回復に努める考えを示しました。
公明幹事長「説明し信頼回復を」　内閣支持急落で
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共同通信きさらぎ会で講演する公明党の井上幹事長＝25日午前、東京都内のホテル

　公明党の井上義久幹事長は25日、東京都内で開かれた共同通信きさらぎ会で講演し、最近の内閣支持率の低下を巡り、加計学園問題を念頭に「安倍晋三首相自身が国民の疑問への説明責任を果たす。政策の実績を積み上げて信頼を回復する必要がある」と述べた。

　民進党の支持率が低迷しているとした上で「政権の受け皿がいますぐにできる状況ではない」と指摘。「時間的余裕はあり、信頼回復できる可能性は極めて高い。われわれもしっかり協力したい」と語った。

　自民、公明両党の県組織が支持する候補が敗れた仙台市長選に関しては「安倍政権への批判が結果を大きく左右した」と指摘した。

陸自の日報、稲田氏に報告示すメモか　フジテレビ報道
朝日新聞デジタル相原亮2017年7月25日22時48分

参院の閉会中審査に臨む稲田朋美防衛相＝２５日午後、仙波理撮影


　南スーダンの国連平和維持活動（ＰＫＯ）の日報問題では、稲田朋美防衛相が「陸上自衛隊内で日報の電子データが保管されていた」という報告を受けていたかどうかが最大の焦点。フジテレビは２５日、稲田氏への「報告」を示す防衛省幹部の手書きメモを入手した、と報じた。
　報道によると、手書きメモは２月１３日、稲田氏や陸自幹部らによる防衛省の大臣室での協議を記したもの。データが削除されずに残っていたことを知った稲田氏が「明日なんて答えよう」と発言した記述もあり、稲田氏が当時、陸自のデータの存在を認識したことをうかがわせる内容になっている。
　稲田氏への「報告」をめぐっては、陸自側が特別防衛監察の聴取に対し「２月中旬の幹部会議で稲田氏に報告した」と説明しているが、稲田氏本人は３月の衆院安全保障委員会で「報告されていない」と否定。手書きメモの記述が正しければ、稲田氏の答弁は虚偽にあたる可能性がある。
　稲田氏は２５日夕、記者団から…
稲田氏への報告示すメモか　PKO日報、フジが報道

共同通信2017/7/26 00:20

　南スーダン国連平和維持活動（PKO）の日報隠蔽問題で、稲田朋美防衛相が陸上自衛隊側から保管の事実を伝えられた際のやりとりを記したメモが存在すると、フジテレビ系列のFNNが25日報じた。稲田氏が日報の電子データの非公表方針を了承した幹部会議の2日前に当たる2月13日のもので、稲田氏は報告を受けた上で、国会審議を念頭に「明日、何て答えよう」と発言したとの内容だ。

　稲田氏は25日夕、防衛省で記者団に陸自から報告を受けていないのかを問われ「私はそう認識はしておりません」と改めて否定。報道内容について「確認できていないということだ」と述べた。

産経新聞2017.7.25 20:09更新 
【閉会中審査・詳報（７）】安倍晋三首相ＶＳ共産党・小池晃書記局長「一点の曇りもないという発言に国民は不信を深めている」

参院予算委員会の集中審議で質問する共産党の小池晃書記局長＝２５日午後、参院第１委員会室（斎藤良雄撮影）
　《共産党の小池晃書記局長は、学校法人「加計学園」（岡山市）の獣医学部新設の意向を安倍晋三首相や関係閣僚が知った時期について尋ねた》
　小池氏「南スーダンＰＫＯの日報問題について。総理は報告を受けていないと。驚くべき答弁だと思う。ＮＨＫで報道されたのは３月１５日。それから４カ月以上たつのに、報告も求めていないのか」
　首相「まさに日報の情報公開をめぐる問題でありまして、国民の皆さまの疑念を解消するために、特別防衛監察を開始する旨、防衛省からは報告を受けている。特別防衛監察は元高検検事長をトップとして、現役の検事も所属する防衛監察本部において、独立性の高い立場から厳正かつ公正に行われるものであって、このため独立性を持って行わなければならない。私自身が稲田朋美防衛相から事情を聴いてはいない。まずは特別防衛監察の結果を待ちたい。当然、その報告を受けることになる」
　小池氏「自衛隊の最高責任者なんですよね。海外に派遣された自衛隊が銃声が響く中、命がけで送ってきた報告ですよ。それを握りつぶしていたかもしれないという話。こんなこと放置しておいて自衛隊員の命守れるのか。日本の防衛、安全保障守れるのか。自衛隊の海外での活動内容を隠蔽されていたとすれば、まさに日本の民主主義の根幹に関わる問題であり、政府と実力組織の自衛隊の関係の根幹に関わる問題だ。特別防衛監察だといってまるで隠れみののように、総理が防衛省を問いただすこともしない。国会でも答弁もしない。そうこうするうちに特別防衛監察を指示した防衛大臣が情報隠蔽を了承していたのではという疑惑が生じて、監察を指示した大臣が調査されるという異常な事態になっている自衛隊の最高責任者、最高指揮官としての資格が問われる問題だ」
　首相「私は当初から日報についてはできる限り情報は開示をしなければならないという立場は一貫している。防衛大臣においてもそうである。そこで当初、統幕にあったものをただちに開示という措置が取られたが、監察が終わって報告を受けるというのが当然取るべき手順だろうと思う」
　小池氏「それはそれでやりながらですよ。国会が真相解明の役割を果たすしかない。稲田防衛相ら関係者の証人喚問を求める」
　《山本一太委員長「後刻、理事会で協議します」》
　小池氏「稲田大臣はただちに罷免するべきだ。そして真相の徹底解明を求めたい。加計学園の問題について聞く。総理が加計学園が獣医学部新設の要望を持っていたこと自体を今年１月２０日まで知らなかった。まったく信じられない話。今まで何度も国会でこの問題、取り上げられている。５月９日の当委員会で森裕子委員が、加計孝太郎氏が今治市で国家戦略特区による獣医学部新設の希望を持っていることを知っていましたか、と。本来なら今から２年前の６月には知っていたということだ。今年１月２０日まで知らなかったというのは明らかな虚偽答弁だ」
　首相「国家戦略特区にその申請を今治市とともに出された段階で承知したと答弁したが、当時は急な質問で、整理が不十分なままにお答えした部分があって、今回の閉会中審査にあたって、もう一度しっかり確認をさせていただいたので、正確にもう一度申し上げるが、今治市の国家戦略特区に加計学園から事業者として応募があったのは１月１０日である。申請があったのは１月１０日だが、正確に言えば私が議長を務める国家戦略特区諮問会議にこの申請が書かれたのは、申請段階ではなく申請を決定する段階であって、それは１０日後の１月２０日であった。その意味で厳正さには欠いていたが、あの答弁で申し上げようとしたことは申請を今治市とともに決定する段階で私は諮問会議の議長として加計学園の計画について了承したということである」
　「いわば加計学園と今治市ということがあり、かつ構造改革特区と国家戦略特区の２つがあるので、多少そのところが少し混乱して答弁したのは事実であって、そこはおわびをして訂正させていただきたいと思っている。第２次安倍政権発足後も内閣総理大臣が本部長である構造改革特区本部において提案に対する政府の対応方針を決定しており、他の多くの案件と同様に知りうる立場にあった。つまり構造改革特区のときには知りうる立場、いわば今治であることを知りうる立場であったが、４回にわたってこれは認めていない中において、数十ある中の一つだったので、私は認識、承知をしていなかった。国家戦略特区においては、今治市の提案があった後、国家戦略特区諮問会議にかかった段階で今治市については知っていたということだ」
　小池氏「どう考えてもおかしい、今の説明は。構造改革特区について切り離しますよ。構造改革特区についても今、今治だといったけれども、加計学園が候補として記載されていたので、知りうる立場にあったといっている。だから加計学園のことも知っていた。構造改革特区の。すなわち第２次安倍政権が始まった段階から、加計学園という名前は記載されていたことを知りうる立場にあった。聞くけど、知りうる立場にあったということを言っただけで知らなかったということなのか。今までの安倍総理の答弁の中で一番説得力がない。まったく認められない。これじゃ議論にならないよ。まったく説明になっていないんですよ、これ。これはすべての委員会で今まで質問して答えてきたことを、全部今になってひっくり返すようなことを言い出している。これはもう一回やり直さないと駄目だ。このやりとりをしてもしようがない」
　「さらに聞きますよ。山本有二農水大臣、加計孝太郎理事長に会ったことはありますよね。その時に獣医学部の話を聞いたか」
　山本農水相「獣医学部の話を聞いたことはある。昨年８月２３日に私が農林水産大臣に就任したため、ごあいさつをしたいという趣旨で来られた。私の友人の合同でこられた。そうしたことによって５～１０分、しかも内容については聞いていなかったので、役人は同席していない。従ってごあいさつをいただいたという認識だが、その折に獣医学部の話は聞いた」
　小池氏「松野博一文科相はいつ会った」
　松野氏「私は平成２８年９月６日に加計理事長に会っている。獣医学部について、これはごあいさつでいらっしゃって、私には獣医学部の話はなかった」
　小池氏「山本幸三地方創生担当相、加計孝太郎氏に会ったことはあるか。獣医学部の話はしたか」
　山本地方創生担当相「昨年９月７日に加計理事長が来られて、そのときに今治市に獣医学部の提案をしてやっていきたいと思っているのでよろしくお願いしたいという話があった。私はこれは公正中立にやる、最終的には公募で決めると申し上げた」
　小池氏「その２日後に国家戦略特区諮問会議が開かれて残された岩盤規制ということで獣医学部新設が提案されて、一気に進んでいく。だいたい加計孝太郎という人は何で次々に大臣に会えるのか。しかも２人の山本大臣には加計学園が獣医学部をつくろうとしていることをいっている。それで何で総理は知らないのか。だって総理はその前後に何度も会っている。７月２１日、焼き肉店で会食。２２日、ゴルフ。８月１０日、居酒屋で会食。１１日、ゴルフ。１０月２日、焼き肉屋で会食。総理はこれだけ頻繁にあっているのに、関係大臣には獣医学部新設を伝えておきながら安倍首相だけには伝えなかったというのか。これはにわかに信じろといって国民は信じられるか」
　首相「まさに担当の大臣のところに、いわば担当の役所を訪問し、そしてそのいわば自分は申請を考えているわけであって、まさに担当の大臣に対して自分のいわば申請の意思についておそらく説明したのだろうと思うが、私はそういう仕事の場面では会ってもいないわけで。確かにそうしたさまざまな場面で、昔からの友人なのでそういう場面で会うことはあるが、そこではまさに、そこでは役所の中で陳情を受ける、応えるということは一切ない関係できたわけで。お互いに学生時代からの友人なので、お互いに立場は変わっていくことはあったが、地位を利用して何かを成し遂げようとしたことはなかった。これは私が各大臣に会うようにいったというわけではまったくない。これは今までも私が指示をしたわけではないということは各大臣が証言をしているとおりで、ということはどうかご理解いただきたい」
　小池氏「いくら説明聞いてもこれは納得できない。やっぱり加計孝太郎さんの話を聞くしかない。委員長、加計孝太郎さんの証人喚問を求める」
　《山本委員長「後刻、理事会で協議する」》
　小池氏「前川喜平前文部科学相が和泉洋人首相補佐官から呼び出されたのは、山本地方創生担当相のところに加計氏が来た２日後。前川さん、お聞きしたいが、和泉補佐官は直接この業務には関与していないといっている。関与していない人から呼び出されて関与していない業務である国家戦略特区における獣医学部新設について指示されたと。これは異例なことでは。この意味をどう受け止めた」
　前川氏「和泉さんは首相補佐官という職にあるわけで、その職にある者として私に要望されたのだろうと思っているが。それはどういう意味かと考えると、やはり総理を補佐する立場でおっしゃったのではないか。私がお聞きした言葉の中には、何度も申し上げているが『総理は自分の口からは言えないので私が代わりに言う』と、そういう言葉があったので、これは総理が言えないことを代わりにいっていると。そういう意味だと思う。それはやはり加計学園のことだと理解した。本来、担当ではないということだが、もともと長く特区の仕事をしてこられた方なので、内閣官房、官邸の中でも特区制度には通暁している。どういうふうに制度を使えばどういうことができるかということもよく知っている。私の、後になってからの感想だが、内閣府の藤原豊審議官の実質的な上司だったのではと思っている」
　小池氏「背景も良く分かる話をしてもらった。まさに補佐官としての役割を果たしたということか。総理は自分の口からいえないから私が代わっていると。この発言について和泉さんは記憶がないようだが、前川氏にスピード感を持って取り組んでほしいということは言われたと。スピード感を持って取り組むというのは総理の意向であるということは前川氏に伝えたのか」
　和泉氏「総理はかねがね国家戦略諮問会議で、岩盤規制改革を全体としてスピード感をもってやるようにと指示している。そういう意味で前川さんに対してアドバイスとして、一つは当時前川さん、この話をよく知っていないようだったので、事務次官としてしっかりフォローしてほしいといった。もう一つは、こういった改革についてはスピード感が大事だと申したことは事実です」
　小池氏「総理補佐としての役割ではなかったのか。今日、加戸守行前愛媛県知事が先ほど、『虎の威を借りるような発言を用いてでも強行突破していただいたことを喜んでいる』と。ああ、そうなんだと、良く分かった。結局そういう動きがあったのではないかと。総理、あなたの内閣で重要な役割を果たしてきた人の言い分が真っ向から食い違っている。だとすれば真相解明のために証人喚問がどうしても必要だと思う。私は前川さんには真実をゆがめる動機はないと思う。どう考えたって理由はない。やっぱり改めて前川氏と和泉氏の証人喚問を求める」
　「加計ありきだったという問題だが、昨日、文科大臣は昨年１１月８日に文科省が加計学園への伝達事項、この文書が存在することを認めた。国家戦略特区諮問会議の前日の８日に加計学園に伝えていた。獣医学部新設の対象は加計と考えていたということですね」
　松野氏「文書で１１月８日に文科省から加計に出したわけではない。１１月８日は電話、口頭によって伝えたが、そのための取りまとめとしてのメモがその文書の性格。あわせて答弁しているが、国家戦略特区に関する件でも大学の設置認可の事前相談は従来受け入れているものだ。それに関して通常の文科省の業務として行った事前相談に関して、加えてこれは文科省からというよりも加計学園側からの問い合わせに関して応えたものだ」
　小池氏「だいぶ違うのではないかと思うが、この伝達事項という文書は、メールと一緒に文科省内で回覧されている。メールの中には、昨日、大臣、局長および加計学園に対して文科省としては現時点での構想では不十分だと考えている旨、早急に厳しく伝えるべきだとご指示があった。メールには書いてある。大臣、そういう指示を出したのか」
　松野氏「今回公表した文書およびメールはあくまで事前相談であるということは答弁させてもらったとおりだが、加計からこの時期に国家戦略特区を活用した設置についての問い合わせがあった。担当者にヒアリングをしたところ、そういった状況の中で、どうして今、指摘があったような表現になったか、確たることは記憶にないが、１１月８日の状況を勘案すると１１月９日に追加規制改革事項が決定されることが見込まれるところ、たとえ追加改革事項が決定されても獣医学部の新設に関しては別途、設置認可のプロセスが必要であると。そのためにさまざまな課題をクリアする必要があることをこの時点で伝えることが必要あるということが事務方から、こういった意識が私に伝えられたので、そういう判断ならばそのようにしたらといったと思う」
　小池氏「ということは、諮問会議で広域的に獣医学部が存在しない地域に限りという文言が加わって、加計学園しか事実上通れない穴をつくったけれども、しかし今のままでは加計学園は、この穴すら通ることができないと。だから文科省はこれだけの厳しい指摘をしたわけではないか。このままでは国家戦略特区の要件だって満たしませんよ、という警告に近いもの。こういうことを文科省は加計学園に前の日に伝えた。大臣、私が聞いているのは、どうやったら穴が通れるかまで、手取り足取り情報提供したわけでしょ。そのことの是非をいっているわけではない。文科省としては設置認可に通りませんよと、そのための助言をしたんでしょ。要するに文科省としては加計学園が翌日に決定される国家戦略特区諮問会議の獣医学部新設の対象が加計学園になるという認識を持っていたということですよね」
　松野氏「設置認可申請を受け入れることになったとしても、当然ながら大学設置というプロセスがあるから、それに向けて取り組んでほしいという趣旨のことだし、加計学園側から大学の事前設置に関する相談があった。ですから加計学園に関して国家戦略特区に絡む事案なので、まず設置認可を取るためにはそのプロセスとして国家戦略特区に対する対応をしっかり、これは今治であったということがなければ駄目ですよと、それに関しては４条件に関してのことがしっかりなされないと開かれないというアドバイスをしたということ」
　小池「メールはそんな中身ではない。非常に厳しく伝えないと駄目だと、大変だと。翌日、諮問会議通らないと。私の事務所に送られてきた文書には、告発してきたと思われる方のメッセージも添付されている。こう書いてある。『国家戦略特区諮問会議における決定前に加計学園側とすりあわせが行われていたことからも総理のご意向をかなえるべく、文科省が出来レースに加担していたことは明らかだ。設置申請に向けて国家戦略特区における事業者として加計学園を総理が決定した後、文科省に対して行う設置申請を見越してのすりあわせであると。加計学園による新設ありきで検討が進められたことに対して厳しく糾弾してほしい』と。こういう手紙が来ている」
　「またそうすると誰が誰が誰が誰がとさわぐ。われわれがこういう文書を示すと、全く反省していない、怪文書だという。自民党、まったく反省していない。出所が不明確だとかそういったことしかいえない。これが今の自民党ですよ。だから、これだけ国民から見放されているんじゃないですか。そのことを知るべきだと思う。総理ね、一点の曇りもないといっているけど、例えば昨日の毎日新聞世論調査では政府の説明が信用できない７６％。それでも一点の曇りもないというのか。これは一点の曇りもないなんて発言は撤回するべきだ」
　首相「一点の曇りもないということは、まさに特区諮問会議に民間議員が入っていただき、ワーキンググループがあるが、民間の八田達夫座長が『プロセスには一点の曇りもない』と申し上げているところだ」
　小池氏「一点の曇りもないなんていう発言に国民は不信を深めている」
「加計学園問題」めぐり与野党の攻防続く
NHK7月26日 5時48分
学校法人「加計学園」の獣医学部新設などをめぐり衆参両院で予算委員会が開かれたことを受けて、与党側は十分に説明が尽くされたとして事態の早期収束を図りたい考えです。これに対し野党側は、疑念は深まったとして予算委員会を再度開くことや関係者の証人喚問などを求めていて、与野党の攻防はなお、続くことになりそうです。
国家戦略特区での学校法人「加計学園」の獣医学部新設などをめぐって国会では、２４日の衆議院に続いて２５日は参議院の予算委員会で閉会中審査が開かれました。
この中で安倍総理大臣は「加計学園」が獣医学部の新設を申請していることを知ったのはことし１月２０日だったとする答弁が過去の国会答弁と矛盾していると追及されたのに対し、過去の答弁は混乱していたと謝罪し、訂正しました。
そのうえで「２年前の１１月から今治市が獣医学部新設を提案していることを知っていたが、事業主体が誰かという点について説明はなく、『加計学園』の計画は承知していなかった」と説明しました。さらに「私と加計理事長との間で、立場を利用して何かを成し遂げようとしたことはただの一度もない」と述べ、手続きは適切だったと重ねて強調しました。
安倍総理大臣は２５日夜、自民党の高村副総裁ら山口県関係者との会合で「誠心誠意、丁重に説明できた」と述べたということです。
与党側は、自民党の竹下国会対策委員長が「安倍総理大臣は誰にも指示していないし、誰ひとり指示されたという人もいなかった。審議で新しいことは何も出ていない」と述べるなど、十分に説明が尽くされたとして事態の早期収束を図りたい考えです。
これに対し民進党の蓮舫代表は「残念ながら疑念は深まった。国民が求めているのは確たる記憶と動かぬ証拠、丁寧な説明内容だ」と指摘しました。野党側は予算委員会を再度開くことや、文部科学省の前川・前事務次官と和泉総理大臣補佐官の証人喚問などを求めていて、与野党の攻防はなお、続くことになりそうです。
加計学園 獣医学部新設 問題の真相どこまで明らかに？
NHK7月25日 23時24分
２日間にわたり行われた衆参両院の予算委員会。加計学園の獣医学部新設をめぐる問題の真相はどこまで明らかにされたのでしょうか。
 “加計ありき”だったのか
最も注目されたのが獣医学部新設の選定過程が加計ありきでなかったかどうかという点です。政府側は今回の予算委員会でも、獣医学部新設の選定は第三者の民間委員が入った国家戦略特区諮問会議が「一点の曇りなく行った」とその適切さを改めて強調しました。
安倍総理大臣もみずからが加計学園の獣医学部新設について知ったのは加計学園が事業者に決定したことし１月２０日だったと答弁しました。
これに対し、野党からは一斉に反発の声が上がりました。特に指摘されたのは過去の総理自身の答弁との整合性についてです。
例えば先月１６日の参議院の予算委員会で、安倍総理大臣は社民党の福島みずほ議員から加計学園が獣医学部新設を目指しているのを知ったのはいつかと問われた時、構造改革特区において、加計学園が申請していたことは知っていたとしたうえで、「国家戦略特区に申請すれば私の知り得るところになる」と答弁していました。
しかし、構造改革特区の時点から知っていたとすれば平成１９年度また、国家戦略特区に加計学園が事業者として申請した時点であれば知ったのはことし１月１０日ということになり、いずれも２４日の答弁とは食い違います。結局、安倍総理大臣は「加計学園と今治市とで、少し混同があった」と述べて、過去の答弁を修正するとともに陳謝しました。
また、国家戦略特区の選定過程において文部科学省が作成した「加計ありき」ともとれる新たな内部文書も注目されました。
これは「加計学園への伝達事項」と題された文書で、加計学園が獣医学部新設の事業者に決まる２か月前に文部科学省から学園側に懸念する内容を伝えるためにまとめたものです。
野党は松野文部科学大臣に対して、加計ありきを裏付ける資料ではないかとただしましたが、松野大臣は「学部新設の相談を個別の学校法人がすることは特区で認められる前でも可能だ」と述べて、「加計ありき」ではないと主張しました。
総理のご意向は
また、文部科学省の内部文書に記載されていた「総理のご意向」が実際にあったかどうかについても焦点となりました。
政府側は参考人として出席した和泉総理大臣補佐官や愛媛県の加戸元知事に加え、この問題が「加計ありき」だったと証言している文部科学省の前川前事務次官も安倍総理大臣から獣医学部新設について直接指示は受けていなかったとして、「総理のご意向」はなかったと主張しました。
これに対し野党は、前川前事務次官が「総理が自分の口で言えないから私が代わって言っている」などと、獣医学部新設を認めるよう求められたとしていた和泉総理大臣補佐官を参考人として呼び、直接、事実関係をただしました。
和泉総理大臣補佐官は前川氏と面会した事実は認めましたが、あくまで国家戦略特区の一般論としてスピード感を持って取り組むように求めただけで、加計学園のことは一切口にしていないと答弁しました。
真相解明は
２日間にわたる予算委員会の質疑で、安倍総理大臣は「丁寧な説明」に心がけ、これまでの説明に反省の言葉を口にする場面もありました。しかし、全体として新たに明らかになった事実は少なく、政府側の答弁においては新たな物証は示されず、相変わらず「記憶がない」「記録がない」という答弁が繰り返される結果となりました。
野党側はさらに集中審議を行うよう求めるとともに、「加計学園」の加計孝太郎理事長、文部科学省の前川前事務次官、和泉総理大臣補佐官それに安倍総理大臣の夫人の昭恵氏の、合わせて４人の証人喚問を要求しました。
獣医学部新設が「加計ありき」だったのか、また、「総理のご意向」はあったかどうか、いずれの焦点についても真相の解明は道半ばといった状況です。政府には国民が納得できる説明が一層求められることになります。
獣医学部新設 首相「過去の答弁は混乱」と謝罪し訂正
NHK7月25日 17時14分
安倍総理大臣は参議院予算委員会の閉会中審査で、加計学園が獣医学部の新設を申請していることを知ったのは、ことし１月２０日だったとする、みずからの答弁をめぐって、過去の国会答弁は混乱していたと謝罪し、訂正する一方、新設のプロセスは適切だったと重ねて強調しました。
少し混乱して答弁したのは事実 おわびして訂正
午後の質疑で、共産党の小池書記局長は、加計学園が獣医学部の新設を申請していることを知ったのは、ことし１月２０日だったとする安倍総理大臣の答弁について、「これまでの国会答弁では、『今治市の申請の段階で当然、総理大臣として知りえた』と述べている。１月２０日まで知らなかったというのは、明らかな虚偽答弁ではないか」と追及しました。
これに対し、安倍総理大臣は「加計学園と今治市、構造改革特区と国家戦略特区の２つがあり、少し混乱して答弁したのは事実で、そこは、おわびして訂正させていただきたい」と述べました。
そのうえで、安倍総理大臣は「構造改革特区のときは、数十ある提案の中の１つであり、私は認識、承知していなかったし、国家戦略特区においては、『今治市』については知っていたということだ」と説明しました。
さらに、小池氏は「『知りうる立場だが実際には知らなかった』といった話をされたら、国会審議は成り立たたず、こんなでたらめな話はだめだ。『一点の曇りもない』という発言は撤回すべきだ」と迫りました。
これに対し、安倍総理大臣は「『一点の曇りもない』ということは、国家戦略特区諮問会議の民間議員が言っていることだ。議事録はすべて公開されており、プロセスをしっかりと経た適切なものだと考えている」と反論しました。
３大臣が加計理事長と面会
山本農林水産大臣と松野文部科学大臣、それに山本地方創生担当大臣の３人は、それぞれ、去年８月から９月にかけて加計理事長と面会したとしたうえで、松野大臣以外の２人は、その際に獣医学部新設の話も聞いたと答弁しました。
これに関連して、安倍総理大臣は「獣医学部の新設が安倍総理大臣にだけ伝えられなかったことを国民は信じられるのか」と問われたのに対し、「陳情を受けることは一切ない関係で来た。私が各大臣に会うように言ったということでは全くない」と述べました。
獣医学部新設禁止の根拠示す挙証責任は
日本維新の会の浅田政務調査会長は、獣医学部の新設や定員の増加を認めないとする文部科学省の告示をめぐり、「規制官庁が自由を制限する場合は、根拠を説明できなければならないという挙証責任がある。獣医学部の新設を禁じる根拠を示す挙証責任はどこにあるのか」とただしました。
これに対して、安倍総理大臣は「閣議決定している特区基本方針では、規制所管府省庁が改革が困難と判断する場合には、正当な理由の説明を適切に行うことが定められている。この基本方針にしたがって、内閣府や文部科学省などの関係省庁が、調整を行うものと考えている」と述べました。
参考人として出席した、国家戦略特区のワーキンググループの委員を務める原英史氏は「ワーキンググループでは、文部科学省に根拠を示すよう求めてきたが、結果として示されておらず、本来は告示の規定を廃止するのが筋だ。しかし、文部科学省が、さまざまな難しい事情があって動かない中、特例措置という形でなんとか前進を図ってきた」と述べました。
和泉総理大臣補佐官との面会について
文部科学省の前川前事務次官は和泉総理大臣補佐官との面会について、「『総理は自分の口からは言えないので、私が代わりに言う』という言葉があったので、安倍総理大臣が言えないことを、代わりに言っているという意味だと思った。和泉補佐官は、総理大臣を補佐する立場で言ったのではないか。あとになってからの感想では、内閣府の藤原前審議官の実質的な上司だったのではないか」と主張しました。
これに対し、和泉総理大臣補佐官は、「安倍総理大臣はかねがね、岩盤規制改革を全体としてスピードが持ってやるように指示しており、前川氏は当時、この話をよく知らないようだったので、私は前川さんに対してアドバイスとして、『事務次官としてしっかりフォローしてほしい』と言い、もう一つは『一般論としてスピードが大事だ』と言った」と改めて説明しました。
加計理事長に政党活動の支援頼んだことない
このほか、安倍総理大臣は「加計理事長が、自民党の支部の代表者を務めていると知っていたか」と問われ、「今月１０日の参議院の連合審査会で質問されるまで承知していなかった。また、自民党の政党活動の支援を頼んだことはない」と述べました。
さらに松野文部科学大臣は、学校関係者が政治活動を行うことなどが教育基本法に抵触しないのかを問われたのに対し、「所轄庁である広島県が現地調査を含め、調査したところ、生徒に影響を与えるような政治活動は行われておらず、教育基本法に反する状態にないと判断したということだ」と述べました。
加計学園と京都産業大の対応に差は？
松野文部科学大臣は「文部科学省が加計学園にアドバイスしたとも取れる文書が残る一方、京都産業大学の相談には応じておらず、対応に差があるのではないか」と指摘されたのに対し、「仮に京都産業大学から事前相談があったとすれば、文部科学省として適切に対応していると考えているが、指摘があった点は確認したい」と述べました。
第三者調査の実施、首相否定　ＰＫＯ日報問題
朝日新聞デジタル2017年7月25日12時27分
　南スーダンＰＫＯの日報問題をめぐっては、稲田朋美防衛相特命の特別防衛監察ではなく、第三者機関が調査するべきだという野党側の要求に対し、安倍首相は「特別防衛監察で徹底的な調査を行い、事実関係の全容解明を行うことで説明責任を果たしていく考えだ」と述べ、否定的な考え方を示した。民進党の蓮舫代表への答弁。
　特別防衛監察は、陸上自衛隊で見つかった日報の電子データが非公表になった経緯を調査しているが、防衛相である稲田氏は監察対象外となっている。稲田氏自身の隠蔽（いんぺい）への関与が最大の焦点になっているため、蓮舫氏が「第三者による、大臣の関与も含めた調査を指示する考えはあるか」とただしたところ、首相は「（特別防衛監察は）マル秘の文書を含むさまざまな書類の確認を行う。部外の第三者が行うことは必ずしも容易ではない」と述べた。
　蓮舫氏はまた、稲田氏の「防衛省、自衛隊、防衛大臣、自民党としてもお願いしたい」という都議選での問題発言にも言及。「（首相は）違法行為をしていない今村（雅弘復興）大臣を辞めさせ、なぜ稲田大臣を大切に守るのか」と追及したが、首相は「稲田大臣に対する厳しいご指摘については、稲田大臣自身が説明責任を果たすべく努力をしてきたものと考えている」と述べた。
稲田氏「シビリアンコントロール効いている」　日報問題
朝日新聞デジタル2017年7月25日11時45分
　稲田朋美防衛相は２５日午前の参院予算委員会の閉会中審査で、南スーダンの国連平和維持活動（ＰＫＯ）の日報問題について「様々ご批判はあるが、（防衛省・自衛隊の）シビリアンコントロールは効いている。統制は効いている」と述べた。蓮舫民進党代表が「防衛省を統制できているか」と追及したのに答えた。
　廃棄されたとした日報が見つかり防衛省・自衛隊が公表した経緯について、稲田氏は「いったん不開示となったものを私の指示で探索し、防衛省自ら公表した。これもシビリアンコントロールだ」と強調した。
　一方、安倍晋三首相は「閣僚の任命責任は総理大臣である私にある。閣僚に対する厳しいご指摘については私自身、真摯（しんし）に受け止めなければならない」と言及。蓮舫氏は「総理がやるべきことは稲田防衛大臣を罷免（ひめん）することだ」と求めたが、首相は「稲田大臣には引き続き日報問題について徹底的な調査を行い、改めるべき点があれば大臣の責任で徹底的に改善し、再発防止を図ることでその責任を果たしてもらいたい」と語り、早期罷免（ひめん）を改めて否定した。
批判意識し「丁寧」「誠意」　首相の答弁は変わったのか
朝日新聞デジタル田玉恵美2017年7月25日21時52分

参院予算委の閉会中審査で答弁する安倍晋三首相。後ろは稲田朋美防衛相＝２５日午前、仙波理撮影
　東京都議選での自民党の大敗後、安倍首相が初めて臨んだ国会論戦。冒頭で「丁寧な説明をする」と宣言したが、２日間の首相の答弁を識者はどうみたか。
　首相は計１０時間の審議で、１３０回、答弁に立った。これまでは答弁中のヤジに抗議することもしばしばあったが、今回は封印。野党のヤジにも表情を大きく変えることなく淡々とマイクに向かった。
　「だいぶ姿勢が変わったのを感じた」と歴代首相のスピーチを研究するソジエ内田恵美・早稲田大教授（応用言語学）は言う。「丁寧な上にも、丁寧に」「批判にも耳を傾け」「真摯（しんし）に」「率直に認め」「誠意を持って」など、同じような概念の言葉を別の表現に言い換えて繰り返し使っていたことから、「世論の反発をかなり意識していたのだろう。緊張している様子もうかがえた」と内田さんはみる。
　ただ、口調は丁寧だったが説得力には欠けたとも指摘する。「なぜ新たに獣医学部を作る必要があるのか。既存の大学ではなぜダメなのか。根拠を示して批判に答えてほしかった」
　危機管理業務を手がけるゼウス…
「説得力がない」攻勢強める野党　首相、低姿勢に終始
朝日新聞デジタル岡戸佑樹、杉浦幹治2017年7月25日21時08分

参院予算委の閉会中審査で答弁のため手を挙げる安倍晋三首相＝２５日午前、仙波理撮影





　書類に目を落としながら「丁寧な上にも、丁寧に」――。２５日の参院予算委閉会中審査で、安倍晋三首相は前日に続き、加計（かけ）学園の問題で慎重な答弁を続けた。強気な姿勢を一変させたのは内閣支持率の低下。これを機に野党は攻勢に転じ、事実関係が解明されないことに「国民は納得しない」とたたみかけた。
　「今までの安倍総理の答弁のなかで一番説得力がない。はっきり言って」。午後の委員会。共産党の小池晃氏は、あきれた様子で安倍首相に言った。
　焦点となったのは、加計学園の獣医学部計画について、今年１月２０日の国家戦略特区認定まで知らなかったとする安倍首相の答弁。過去の国会では「申請段階で承知をした」と述べていたが、これを修正。この日は「申請を決定する段階だった」とした。
　小池氏が「でたらめな答弁」などと指摘するたびにヤジの声が高まり、審議はたびたびストップ。首相は「混乱して答弁したことはおわびしたい」「厳密さに欠けていた」「訂正させていただきたい」などと繰り返した。
　批判の矛先は自民党議員にも向…
「立場利用、一度もない」　首相、加計氏との関係説明
朝日新聞デジタル2017年7月25日10時43分
　参院予算委員会の閉会中審査が２５日午前に開かれ、安倍晋三首相が学校法人「加計（かけ）学園」の獣医学部新設問題について答弁した。首相は学園の加計孝太郎理事長との関係について「お互いに立場を利用して、何か成し遂げようとしたことはただの一度もない。具体的に『獣医学部を作りたい』とか、『今治に』という話は一切なかった」と述べ、改めて関与を否定した。
　首相は２４日の衆院予算委で、加計学園の学部新設計画の申請を知った時期を「今年１月２０日」と答弁した。この日の参院委では、自民党の青山繁晴氏が経緯を質問した。
　首相はまず、「獣医学部新設の提案者は自治体である今治市で、加計学園ではない」と言及。その上で「２年前の１１月に私が議長を務める国家戦略特区諮問会議で、今治市が獣医学部新設を提案していることを知った。しかし、事業主体が誰かについて今治市から説明はなく、加計学園の計画は承知していなかった」と述べた。
　さらに、「最終的には本年１月に事業者の公募を行い、加計学園から応募があった。１月２０日に諮問会議で認定することになったが、その際、私は初めて加計学園の計画について承知した」と語った。
首相、迷走と訂正　「加計」答弁で先月と矛盾

東京新聞2017年7月26日 朝刊

　安倍晋三首相は二十五日の参院予算委員会の閉会中審査で、学校法人「加計（かけ）学園」の獣医学部新設計画を把握したのは、今年一月二十日だと重ねて表明した。野党から先の通常国会での答弁との食い違いを指摘されたのに対し、首相は「急な質問で整理が不十分で混乱していた。おわびし、訂正したい」と過去の答弁を修正した。迷走する首相答弁に対し、野党は「全く信頼できない」と反発。学園の加計孝太郎理事長の証人喚問を要求した。　（金杉貴雄）

　首相は二十四～二十五日の衆参予算委の審議で、国民の疑念を払拭（ふっしょく）するきっかけをつかみたい考えだったが、答弁修正で自身の発言の信頼性を損なう結果になった。野党は引き続き国会審議を求めており、問題の沈静化は見通せない。

　首相は参院予算委で、愛媛県今治市で獣医学部を新設する加計学園の計画を把握した時期について「（国家戦略特区での）申請を決定する段階の今年一月二十日に初めて承知した」と改めて強調した。首相は六月十六日の参院予算委では、加計学園の計画を知った時期について「構造改革特区で申請されたことは承知していた」と述べていた。

　今治市は二〇〇七年から一四年まで十五回にわたり構造改革特区で獣医学部を申請し、〇七年当時、事業者候補を「加計学園」と明記していた。政府が今年四月に閣議決定した答弁書では、首相が計画を把握した時期に関し「今治市からの構造改革特区提案に加計学園が候補と記載されている」と明記していた。

　民進党の蓮舫代表や共産党の小池晃氏らは、首相の「一月二十日」との説明はこうした経緯と「矛盾している」と追及した。

　これに対し、首相は過去の答弁に関し「今治市、加計学園の申請など整理が不十分なまま答えた」と説明した。第二次安倍政権以降も四回あった構造改革特区での今治市の提案も「全く認識していなかった」と答弁を修正した。

　一方、山本幸三地方創生担当相、山本有二農相、松野博一文部科学相の三閣僚は、計画認定前の昨年八～九月に加計氏の訪問を受けたと明らかにした。うち山本幸三、有二の両氏は「獣医学部新設が話題になった」と認めた。

　小池氏は「（加計氏は閣僚に）なぜ次々と会えるのか。担当閣僚は獣医学部構想を知っているのに、首相だけが知らないとは信じられない」と疑問視した。

＜構造改革特区と国家戦略特区＞　構造改革特区は、国の規制を地域限定で緩和し地域を活性化させることを目的に２００２年に創設された。自治体や企業などからの提案を受け、各省庁が審査する。国家戦略特区は第２次安倍内閣が１３年、成長戦略の柱として導入。首相を中心として政治主導で認定し、政権の政策がより反映されやすいとされる。
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「どう喝」首相が４カ月で一変　「加計」答弁　自信消え「反省」を口に

東京新聞2017年7月26日 朝刊

　安倍晋三首相は２４、２５両日の衆参予算委員会で、学校法人「加計（かけ）学園」の獣医学部新設問題を巡り、低姿勢の答弁に徹した。首相が加計問題に関し初めて答弁した４カ月前は、高圧的な態度が「どう喝」と野党に批判されたほどで、落差が際立った。　（清水俊介）

　「国民から疑念の目が向けられることはもっともなこと。今までの答弁には足らざる点、至らぬ点があった」。首相は二十五日の参院予算委でも、前日の衆院予算委と全く同じ反省の言葉を口にした。二日間の審議で、野党の挑発的な質問にも、声を荒らげる場面はほとんどなかった。

　首相が加計問題で初めて答弁したのは三月十三日の参院予算委。社民党の福島瑞穂副党首が「加計学園」の固有名詞を挙げて質問すると、首相は「（疑惑の）確証がなければ極めて失礼だ」と激高。「全く関係がなかったのなら、責任を取れるのか」とすごんだ。

　これに対し、福島氏は「政府の政策が合理的になされているか審査するのが野党の仕事。なぜ首相はどう喝するのか」と反論した。首相は「もし私が働き掛けて決めているのなら、責任を取る」と進退にまで言及し、自信を見せていた。

　その後、加計問題に対する疑念が国民に広がり、東京都議選の惨敗や内閣支持率急落につながった。首相は二十四日の審議では「結果として、政策と関わりのない議論に時間が費やされた。反省している」と打って変わって神妙に。四カ月前の自信は消えていた。

	[image: image14.jpg]SHRIBOEHEER

4HBTTAKICEDSIE
e

BAT®B2HS5.&&F RADEDBTEBD
TEBFEH/ELOV T.ERNSEZOE
T ADBIANEHE IF5NBTEFED
y MAICDDTELDE EBBIESTETDE

PIDTIE. BIFD S RTZOBRDRIT
hofeS. (MR &) Ve B5EBmN'SB D

B/EZBND 2 rRTLRBRE
Db [CRBEEIN
(55T

REEBUEDA A —I% BICERBRICIST,
5 BEES.RIBEE=Z BRCESVT. TR
BELBLIENSTE BLCOTRICHAE
g THMTZTERPD A MHBERTNLEN
=} EESDLV. L ZRICA R NS

By <rsmml SENE #

LY <<reeu @ mt;ﬁfzu
TIB

COMBONT, (N BLLCEEICOWVT,

RENSHMENLS  WENIINESD. B

EBBENOT. MED  BIBRETHENEL

FTOENSUBE | SHHBUVEEE. &

HMITUSRE)RDT RELT BHRELIFED
W05, FhdHE DOBVERICFHE

ERD DB
TN RE @
LTLs

ReAIFRH







「その答弁無理がある」議場騒然　首相、矛盾突かれ訂正
朝日新聞デジタル2017年7月25日17時38分
　２５日の参院予算委員会閉会中審査で、安倍晋三首相は「加計学園」の獣医学部新設計画を「１月２０日」に知ったとする２４日の発言をめぐり、野党の攻勢を受けて過去の答弁を訂正するなど防戦に追われた。２４日は「低姿勢」を貫いたが、この日は語気を強めて反論する場面もあった。
　民進党の蓮舫氏は冒頭、「いま求められているのは丁寧な口調ではない。（計画を知ったのは）１月２０日ではないのではないか」と追及。首相の６月の国会での「申請を出された段階で承知した」との答弁との矛盾を突いた。加計学園は１月１０日に特区での新設を申請。同２０日に国家戦略特区に認定された。６月の答弁の「申請段階」は１月２０日ではなく１０日になる。
　首相は下を向いて手元の紙に目を落とし、「正確に言えば、申請段階ではなくて『申請を決定する段階』で、それは１０日後の１月２０日。厳密さを欠いていた」とたどたどしく応じ、過去の答弁を訂正した。
　すぐに蓮舫氏から「その答弁、無理がある」と突っ込まれると、首相は過去の答弁について「急に質問があったので混同した」と発言した。過去には複数回質問を受けていた問題であり、野党席からは「いい加減だ」などとヤジが飛ぶなど議場は騒然となった。ヤジを受け、首相は「それ以外にも何回か質問をいただいている。厳密さを欠いていた」と釈明。「おわびをしなければならない」と陳謝に追い込まれた。
　共産党の小池晃氏も、首相の「１月２０日」に知ったとの答弁について、「明らかな虚偽答弁だ」と厳しく追及。首相は手元の紙に目を落とし、過去２回の自らの答弁を立て続けに読み上げたのに対し、小池氏から「もういい」と遮られた。しかし、首相は小池氏の声をかき消すように語気を強め、「（２回の答弁は）違うので申し上げておきたい」と反論して答弁を続ける一幕もあった。
獣医学部新設 首相が加計学園の計画を知ったのはいつ？
NHK7月25日 18時56分
安倍総理大臣は２４日の予算委員会で、加計学園の獣医学部新設の計画について初めて知ったのは、加計学園が国家戦略特区による事業者に選定された、ことし１月２０日と説明しました。これについて、２５日、野党から追及する質問が相次ぎ、安倍総理大臣は過去の答弁に誤りがあったとして謝罪しました。
２４日の答弁と食い違う過去の答弁
野党が指摘したのは過去に安倍総理大臣が行った答弁内容との食い違いです。
５月９日の参議院予算委員会で、安倍総理大臣は、自由党の森ゆうこ議員が今治市で加計理事長が国家戦略特区による獣医学部新設の希望を持っていることを知っていたかと質問したのに対し、「特区に申請した段階において、この説明を受けますので、その段階で、総理大臣として知りえた」と述べています。
加計学園が事業者として申請したのは、ことし１月１０日であり、安倍総理大臣の２４日の答弁より１０日早いことになります。
また、先月５日の参議院の決算委員会では、民進党の平山佐知子議員から、大親友の加計理事長が獣医学部新設の思いがあったことはご存じだったかと聞かれると、安倍総理大臣は「国家戦略特区に今治市とともに申請を出された段階で承知をした」と説明していました。
今治市の提案と同じ時期ということになると、平成２７年６月となり、これも２４日の答弁と矛盾します。
さらに先月１６日の参議院の予算委員会で、社民党の福島みずほ議員から加計学園が獣医学部新設を目指しているのを知ったのはいつかと問われたのに対し、安倍総理大臣は構造改革特区において、加計学園が申請していたことは知っていたとしたうえで、「国家戦略特区に申請すれば、私の知りえるところになる」と答弁していました。
これも、構造改革特区の時点から知っていたとすれば、平成１９年度、また、国家戦略特区に加計学園が事業者として申請した時点であれば、ことし１月１０日ということになり、いずれも２４日の答弁とは食い違います。
「少し混同があった おわびしなければならない」
これらの矛盾について、２５日の予算委員会で安倍総理大臣は今治市が国家戦略特区に基づき、獣医学部新設を提案していることは以前より知っていたが、獣医学部新設の事業者が加計学園であることは最終的に公募によって、加計学園が選定される、ことし１月２０日までに知らなかったと改めて弁明しました。
そのうえで、過去の答弁との矛盾については、「加計学園と今治市とで、少し混同があったことは、おわびしなければならない」と謝罪しました。
３大臣が加計理事長と面会
また、２５日の質疑では、加計学園の理事長が去年８月２３日に山本農林水産大臣、９月６日に松野文部科学大臣、さらに９月７日に山本地方創生担当大臣とそれぞれ面会していたことが取り上げられました。
この３人は、いずれも国家戦略特区に基づく獣医学部新設に関わる省庁の大臣で、２５日の答弁で、松野文部科学大臣を除く２人の大臣は面会した時に獣医学部新設の話題が出たと証言しました。
また、２４日の委員会で安倍総理大臣は去年７月以降、加計学園の理事長と、確認できるだけでも６回、面会していたことがわかっています。
野党はこうした事実を踏まえて、安倍総理大臣がこの時期、本当に加計学園の獣医学部新設について知らなかったのかとただしましたが、安倍総理大臣は「ことし１月２０日に初めて知った」と２４日の答弁を繰り返しました。
元総理大臣秘書官ら今治市の担当者との面会否定
獣医学部新設をめぐり、今治市職員が平成２７年４月２日に官邸を訪問した時、面会した相手が誰だったのか、２５日も質問が相次ぎました。
これについては、今治市が当時、職員２人が官邸を訪ねた時の記録を面会相手を黒塗りにして情報公開しています。この時期は、今治市が国家戦略特区となるために提案書を出す２か月ほど前です。
この面会について、安倍総理大臣と萩生田官房副長官は、それぞれみずからの関わりを否定し、２４日、当時の柳瀬唯夫総理大臣秘書官も「記憶がありません」と述べました。
２５日も野党から同じ質問がされましたが、柳瀬元総理大臣秘書官は「記憶の限り」としたうえで、今治市の担当者と会ったことはないと繰り返し、答弁しました。
一方、同じ質問を受けた和泉総理大臣補佐官は「お会いしたことはありません」と明確にみずからの関わりを否定しました。
加計学園と京都産業大の対応 違ったのでは？
２５日は加計学園と同じく、獣医学部新設を計画していた京都産業大学への対応が加計学園と違ったのではないかという質問がありました。
文部科学省は加計学園が事業者に選定された、ことし１月より２か月前の去年１１月に、獣医学部新設に必要な教育内容や財政面などについて電話で伝えたとする内容をメモにしていました。
一方、京都産業大学については、去年１０月に開かれた国家戦略特区のワーキンググループの議事要旨を基に、野党から文部科学省に事前に相談することもできず、門前払いされていたと指摘されました。
これについて、松野文部科学大臣は「事前に相談に乗ることは過去の事例もある。京都産業大学については提案そのものを知らなかった」と答弁しました。
自民、再度の予算委・証人喚問は拒否　民進が要求
朝日新聞デジタル又吉俊充2017年7月25日20時32分
　民進党の山井和則国会対策委員長は２５日の参院予算委員会終了後、国会内で自民党の竹下亘国対委員長と会談し、「２日間の審議では国民は到底納得しない」として、安倍晋三首相が出席する予算委を改めて開くよう求めた。和泉洋人首相補佐官と前川喜平・前文部科学事務次官の証人喚問も要求したが、竹下氏は「やる必要はない」といずれも拒否した。
　野党４党などが憲法５３条に基づき召集を求めている臨時国会について竹下氏は、「首相官邸に聞いてみる」と伝えたが、首相は２５日の参院予算委で「来年度予算の編成作業や働き方改革のための法案など、諸課題を整理した上で時期を決定したい」と述べ、早期召集に否定的な考えを示した。（又吉俊充）
日報問題で閉会中審査へ　自・民、監察結果公表後で合意
朝日新聞デジタル2017年7月25日19時18分
　自民、民進両党は２５日、南スーダンの国連平和維持活動（ＰＫＯ）の日報問題について、防衛省の特別防衛監察の結果公表後、閉会中審査を行う方向で合意した。自民党の竹下亘、民進党の山井和則両国対委員長が同日の電話協議で一致した。
　政府は週内にも特別防衛監察の結果を公表する方向で調整しており、具体的な日時については、衆院安全保障委員会や参院外交防衛委員会の与野党理事が調整する。
自民、安保委実施の意向　日報隠蔽巡る監察公表後

共同通信2017/7/25 17:50

　自民党の竹下亘国対委員長は25日、南スーダン国連平和維持活動（PKO）部隊の日報隠蔽問題を巡り、特別防衛監察の結果が公表された後、衆院安全保障委員会の閉会中審査を実施する方向で民進党側と調整する考えを示した。「安保委の与野党筆頭理事は開催する雰囲気だ。やる方向になるのではないか」と国会内で記者団に述べた。

　防衛監察本部の監察結果は7月28日にも公表される見通しだ。

　これに先立ち、竹下氏は民進党の山井和則国対委員長と会談した。山井氏は加計学園問題に関し、前川喜平前文部科学事務次官と和泉洋人首相補佐官の証人喚問を要求。竹下氏は拒否した。

３閣僚、加計理事長の訪問受ける　昨年８～９月
朝日新聞デジタル2017年7月25日14時51分

参院予算委の閉会中審査で、共産党の小池晃書記局長（右）の質問に答弁する安倍晋三首相＝２５日午後１時４２分、岩下毅撮影
　参院予算委員会の閉会中審査で２５日、安倍内閣の３閣僚が昨年８月から９月にかけて、学校法人「加計学園」の加計孝太郎理事長の訪問を相次いで受けていたことを明らかにした。３閣僚は、共産党の小池晃氏の質問に答えた。
　山本有二農水相は昨年８月２３日、加計氏の訪問を受けたと答弁。５～１０分間会い、官僚は同席しなかったという。山本氏は加計氏から「獣医学部の話はお聞きした」と語った。
　山本幸三地方創生相は昨年９月７日に加計氏の訪問を受け、「今治市に獣医学部の提案をして、やっていきたい」と言われたことを紹介。山本氏は「公正、中立にやる。最終的に公募で決める」と伝えたという。
　松野博一文科相は昨年９月６日に加計氏の訪問を受けたが、学部新設の話は出なかったという。
　質問した小池氏は加計氏の面会について、「なぜ次々と大臣に会えるのか」と疑問を呈した。
首相、加計氏と関係３閣僚の面会「私の指示ではない」 
日経新聞2017/7/25 15:08
安倍晋三首相は25日午後の参院予算委員会で、学校法人「加計学園」の理事長を務める加計孝太郎氏が山本有二農相や山本幸三地方創生相らと面会していたことに関して「私が会うように言ったということでは全くない」と述べた。共産党の小池晃氏への答弁。
　小池氏の関連質問に対し、山本農相や山本地方創生相、松野博一文部科学相が昨年の８～９月に加計氏と面会していたことを説明。このうち山本農相や山本地方創生相は加計氏から獣医学部新設の意思を伝えられたと答えた。
　小池氏は「加計氏はなぜ次々と閣僚と会えるのか」と首相に質問。首相は「（獣医学部新設に関する）申請の意思を説明したのだろう」としつつ、自身への働きかけは重ねて否定した。〔日経ＱＵＩＣＫニュース（ＮＱＮ）〕
加計学園への助言文書、文科相公表　獣医学部新設
朝日新聞デジタル根岸拓朗2017年7月25日12時57分
　松野博一文部科学相は２５日、加計（かけ）学園に国家戦略特区での獣医学部新設をめぐる課題を伝えるために文科省職員が作った文書と、文書が添付されていたメールを公表した。２４日の衆院予算委員会で、松野氏が文書の存在を認めていた。松野氏や常盤豊高等教育局長（当時）の指示を受けた職員が作成し、内容を電話で学園側に伝えたという。
　文書は「加計学園への伝達事項」というタイトルで昨年１１月に作成された。「『既存の獣医師養成でない構想を具体化』（略）という観点から、差別化できるよう、よく検討していただきたい」「国際性の特色を出す具体的な取組」などと、学園側への助言ともとれる内容が記されている。
　また、学部新設の申請手続きに向け「必要な教員確保や施設整備、資金計画など、万全な準備を行っていただきたい」との記載もある。学園側から相談を受けるなかで文科省内で作成された。
　獣医学部新設は京都産業大も目…
加計の計画認識時期　首相、過去の答弁修正　「急な質問で混同」

東京新聞2017年7月25日 夕刊

　参院予算委員会は二十五日、安倍晋三首相が出席し、学校法人「加計（かけ）学園」の獣医学部新設問題などを巡り閉会中審査を行った。安倍首相は前日の衆院予算委での審査に続き、「今年一月二十日に加計学園の計画を初めて知った」と繰り返し答弁した。野党側は、愛媛県今治市が特区提案した段階で加計学園が事業主体と知っていたことをうかがわせる過去の首相答弁を引き合いに、「もっと前から知っていたのではないか」と追及した。

　安倍首相は六月十六日の参院予算委で、今治市に獣医学部を新設したいという加計学園側の意向を知った時期を問われ、「構造改革特区で申請したことについて承知していた」と答弁。同市の構造改革特区への申請は二〇一四年十一月が最後で、答弁通りなら、この時期までに加計学園の計画を知っていたことになる。
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　民進党の蓮舫氏がこの答弁を取り上げると、安倍首相は「それは急な質問で混同した」とし、計画を知ったのは「一月二十日だ」と主張して、過去の国会答弁を修正した。安倍首相は獣医学部新設に関する特区提案について、「提案者は今治市であり加計学園ではない」とも繰り返した。「第二次安倍政権でも今治市は構造改革特区に四度申請したが、数十件の特区申請のうちの一つであり、四度とも却下したから知らなかった」と付け加えた。

　今治市の提案を認識した時期は「二〇一五年十一月から今治市の国家戦略特区の議論が進み、獣医学部設置の提案を知った」としたが、「事業主体が誰かは説明がなかった」と述べた。

　学園の加計孝太郎理事長との関係では、「政治家になる前からの友人だが、立場を利用して何かを成し遂げようとしたことはない。相手の立場を利用するなら友人とは言えない」と語った。

　これに先立ち、自民党の青山繁晴氏は前川喜平・前文部科学事務次官に対し、「加計ありきというのは前川氏の印象ではないか」と質問。前川氏は、昨年八月に加計学園理事の木曽功・元内閣官房参与から「今治の獣医学部新設をよろしく」と言われたと説明。「その後、高等教育局の担当者から説明を受け、（今治の獣医学部新設は）文科省として加計の問題だと考えていた。内閣府も同じだった」と述べた。

　前川氏はさらに、「今治」と記載されているが「加計」とは言及されていない文科省文書が存在すると指摘。文書には「今治市の区域指定時より『最短距離で規制改革』を前提としたプロセスを踏んでいる状況であり、これは総理のご意向だ」などと書かれていることを挙げ「全体としてみれば加計ありきだ」と主張した。

加計の計画認識時期　首相、過去の答弁修正　「急な質問で混同」

東京新聞2017年7月25日 13時59分

　参院予算委員会は二十五日、安倍晋三首相が出席し、学校法人「加計（かけ）学園」の獣医学部新設問題などを巡り閉会中審査を行った。安倍首相は前日の衆院予算委での審査に続き、「今年一月二十日に加計学園の計画を初めて知った」と繰り返し答弁した。野党側は、愛媛県今治市が特区提案した段階で加計学園が事業主体と知っていたことをうかがわせる過去の首相答弁を引き合いに、「もっと前から知っていたのではないか」と追及した。

　安倍首相は六月十六日の参院予算委で、今治市に獣医学部を新設したいという加計学園側の意向を知った時期を問われ、「構造改革特区で申請したことについて承知していた」と答弁。同市の構造改革特区への申請は二〇一四年十一月が最後で、答弁通りなら、この時期までに加計学園の計画を知っていたことになる。

　民進党の蓮舫氏がこの答弁を取り上げると、安倍首相は「それは急な質問で混同した」とし、計画を知ったのは「一月二十日だ」と主張して、過去の国会答弁を修正した。安倍首相は獣医学部新設に関する特区提案について、「提案者は今治市であり加計学園ではない」とも繰り返した。「第二次安倍政権でも今治市は構造改革特区に四度申請したが、数十件の特区申請のうちの一つであり、四度とも却下したから知らなかった」と付け加えた。

　今治市の提案を認識した時期は「二〇一五年十一月から今治市の国家戦略特区の議論が進み、獣医学部設置の提案を知った」としたが、「事業主体が誰かは説明がなかった」と述べた。

　学園の加計孝太郎理事長との関係では、「政治家になる前からの友人だが、立場を利用して何かを成し遂げようとしたことはない。相手の立場を利用するなら友人とは言えない」と語った。

　これに先立ち、自民党の青山繁晴氏は前川喜平・前文部科学事務次官に対し、「加計ありきというのは前川氏の印象ではないか」と質問。前川氏は、昨年八月に加計学園理事の木曽功・元内閣官房参与から「今治の獣医学部新設をよろしく」と言われたと説明。「その後、高等教育局の担当者から説明を受け、（今治の獣医学部新設は）文科省として加計の問題だと考えていた。内閣府も同じだった」と述べた。

　前川氏はさらに、「今治」と記載されているが「加計」とは言及されていない文科省文書が存在すると指摘。文書には「今治市の区域指定時より『最短距離で規制改革』を前提としたプロセスを踏んでいる状況であり、これは総理のご意向だ」などと書かれていることを挙げ「全体としてみれば加計ありきだ」と主張した。

攻める野党、首相防戦　参院予算委の閉会中審査 
日経新聞2017/7/25 13:49
　学校法人「加計学園」の獣医学部新設計画などについて25日行われた参院予算委員会の閉会中審査では、安倍晋三首相が計画を知った時期などを巡り攻防が繰り広げられた。野党側の追及に、首相がしどろもどろになる場面も。一連の問題に気をもむ中央官僚や愛媛県今治市の人々からは「早く解決して」「時間をかけてでも説明を」と求める声が聞かれた。
　「私の友人が関わることであり、国民の疑惑の目が向けられるのはもっとも」「丁寧の上にも丁寧に答えたい」。安倍首相は24日に続き、この日も低姿勢で答弁した。
　「依頼はなかったことは明確に申し上げたい」「相手の立場を利用しようとすれば、それは友人とは言えない」。長年の友人である同学園の加計孝太郎理事長からの働きかけを明確に否定。今年１月20日の国家戦略特区諮問会議で、事業の主体が同学園であることを初めて知ったとする24日の答弁を維持した。
　これに対し、野党側は過去の首相答弁などと時期が矛盾すると指摘。「無理がある」「１月20日のままでいいのか」と矢継ぎ早に質問が飛ぶと、首相が答えに窮し後ろからメモが差し入れられる場面も。ただ、首相は「混同していた」「厳密さを欠いていた」としながらも答弁を変えず、議場は紛糾。野党議員が予算委員長に詰め寄り、審査が何度も止まった。
　この日の閉会中審査では前川喜平・前文科次官と加戸守行・前愛媛県知事の元文部官僚２人の間で議論の応酬もあった。獣医学部新設計画について「今治市民の夢と希望を託して10年間やってきた」として前川氏の発言内容に疑問を投げかける加戸氏に、前川氏は「加戸先輩が熱意を持って誘致したことは分かるが、加計学園ありきであったことは間違いない」と応じた。
　南スーダン国連平和維持活動（ＰＫＯ）の日報問題では野党側が稲田朋美防衛相の罷免を求めて詰め寄った。
　「自衛隊の統制はできているのか」。白いスーツ姿で身ぶり手ぶりを交えて質問する蓮舫・民進党代表と対照的に、黒のスーツ姿の稲田氏は少し伏し目がち。繰り返し指摘を受けると、自らの指示で日報を開示したことを強調し「文民統制はきいている」と反論した。
　蓮舫氏は稲田氏が東京都議選の応援演説で「自衛隊としてもお願いしたい」と発言したことにも触れ、「信頼失墜を生んだ」と安倍首相に稲田氏の罷免を要求。首相が否定すると、野党から激しいヤジが飛んだ。
加計認識時期「混同あった」　首相陳謝、過去の答弁修正
朝日新聞デジタル2017年7月25日12時42分
　学校法人「加計（かけ）学園」の獣医学部新設問題をめぐり、安倍晋三首相は２５日午前、参院予算委員会の閉会中審査で、１月２０日の国家戦略特区認定まで同学園の計画は知らなかったとの認識を繰り返す一方で、「申請段階で承知をした」とした過去の答弁について「混同があった」と修正し陳謝した。南スーダンの国連平和維持活動（ＰＫＯ）の日報問題については、首相は第三者による調査を否定した。
　首相が加計学園の獣医学部新設計画の申請を認識した時期は、首相が議長を務める国家戦略特区諮問会議で獣医学部新設の議論が進んだ昨年後半に、首相と学園の加計孝太郎理事長が会食やゴルフを重ねていたことから焦点になっている。
　首相は２４日の衆院予算委で「今年１月２０日」と初めて明言。民進党の蓮舫氏は２５日の参院予算委で「構造改革特区で申請されたことについては私は承知していた」（６月１６日参院予算委）とする過去の首相答弁との矛盾を突いた。
　首相は「急な質問に対して、整理が不十分なままお答えした部分があった」と弁明しようとした。蓮舫氏から「文書で通告し、急な質問ではない」と指摘されると、「混同があったことは、おわびをしなければならない」と過去の答弁の方が誤っていたと釈明した。
　蓮舫氏は「国会を何だと思っていますか。整合性がとれなかった答弁を間違っていたと修正をしているとしか思えない」と疑問視。さらに「安倍首相は加計理事長が（愛媛県）今治市に獣医学部をつくりたいと考えていることをいつから知っていたのか」という質問主意書に、安倍内閣が４月２８日に「２００７年の愛媛県今治市からの提案説明資料に加計学園が候補となる者である旨記載されていた」とする答弁を閣議決定していたことを元に矛盾を問いただした。
　それでも首相は「２年前の１１月から私が議長を務める特区諮問会議で議論が進む中、今治市が獣医学部を提案していることは知った」とする一方、「事業主体が誰かという点について、提案者である今治市からは説明がなく、加計学園の計画は承知をしていなかった」と主張。「１月２０日の認可の際に事務方から事前に説明を受けた」という説明を続けた。
　こうした説明に対し、蓮舫氏は「もはや全く信頼できません」と批判した。
「１月２０日」火種に＝野党、安倍首相に整合性追及
　２５日の参院予算委員会閉会中審査では、学校法人「加計学園」の国家戦略特区制度を活用した獣医学部新設計画について、安倍晋三首相が前日の質疑で今年１月２０日まで知らなかったと述べたことが論戦の焦点となった。野党は、過去の首相答弁との整合性を追及。審議はたびたびストップし、首相は答弁の訂正に追い込まれた。


参院予算委員会の閉会中審査で、質問する共産党の小池晃書記局長＝２５日午後、国会内
　「整理が不十分なまま答えた部分がある」。首相は民進党の蓮舫代表の質問に対し、繰り返しこう釈明した。
　首相は２４日の衆院予算委閉会中審査で、加計学園が事業者に選定された１月２０日に計画を知ったと答弁している。そこで蓮舫氏が取り上げたのは、６月１６日の参院予算委での首相答弁。国家戦略特区制度創設前に、加計学園から構造改革特区を活用した申請があったことを「承知していた」と述べていた。
　衆院での答弁の真偽をただす蓮舫氏に対し、首相は「知り得る立場にあったことを、そのような表現で申し上げた」と同日の答弁を修正。愛媛県今治市からの提案について「実際は全く認識していなかった」とも語った。
　蓮舫氏は、首相が６月５日の参院決算委で、加計学園が今治市とともに申請した段階で承知した、と答弁していたことも指摘。首相は「急な質問だったので混同した。おわびして訂正する」と陳謝した。
　迷走気味の首相答弁に、野党席は何度も騒然とした。蓮舫氏は「その真摯（しんし）ではない姿勢があるからこそ、私たちも国民も疑いがあると思っている」と非難した。（時事通信2017/07/25-20:54）
安倍首相、過去の答弁を陳謝し修正＝加計把握の時期、野党「虚偽」－参院閉会中審査
　安倍晋三首相は２５日の参院予算委員会の閉会中審査で、国家戦略特区を活用した学校法人「加計学園」の獣医学部新設計画について、今年１月２０日に初めて知ったと改めて表明した。野党は通常国会での答弁と矛盾すると指摘。首相は「少し混乱して答弁したのは事実だ。おわびして訂正したい」と陳謝し、過去の答弁を修正した。野党側は疑惑解明へ説明が不十分として、さらなる国会審議を求めた。
安倍首相「加計の計画承知せず」＝民進は矛盾追及－参院閉会中審査
　首相は通常国会で新設計画について「特区に申請した段階で当然知り得た」（５月９日、参院予算委）、「特区の申請を（愛媛県）今治市とともに出された段階で承知した」（６月５日、参院決算委員会）などと答弁していた。今治市は２０１５年６月に国家戦略特区での学部新設を提案。加計学園は今年１月１０日に事業者募集に応募した。
　これを踏まえ、共産党の小池晃書記局長は「１月２０日まで知らなかったというのは、全く信じられない。明らかな虚偽答弁だ」と追及。首相は「厳正さを欠いた。申請を今治市とともに決定する（同日の）段階で、私は特区諮問会議の議長として加計学園の計画を了承した」と弁明した。
　山本有二農林水産相、松野博一文部科学相、山本幸三地方創生担当相は昨年８～９月に、同学園の加計孝太郎理事長とそれぞれ面会したことを明らかにした。松野氏を除く２閣僚は学部新設が話題に上ったことを認めた。
　小池氏は加計氏と閣僚の面会について「何で次々と大臣に会えるのか。関係大臣には学部新設を伝え、首相だけには伝えなかったのか」と迫った。これに対し、首相は「（加計氏とは）昔からの友人だが、陳情を受ける、応える、ということは一切ない関係だ」と重ねて強調した。
　閉会中審査後、民進党の山井和則国対委員長は自民党の竹下亘国対委員長と国会内で会談した。山井氏は「ますます『加計ありき』が明らかになった」として、和泉洋人首相補佐官と前川喜平前文部科学事務次官の証人喚問を要求。また、加計氏らを招致して衆院予算委を改めて開くよう求めた。竹下氏はいずれも拒否した。（時事通信2017/07/25-18:38）
「おわび」「訂正を」＝安倍首相、防戦一方に－「加計」答弁食い違い・参院予算委
　参院予算委員会の２５日の閉会中審査は、安倍晋三首相が加計学園（岡山市）の獣医学部新設計画を知った時期に関する答弁の食い違いを野党側が集中的に追及する展開になった。「丁寧な説明」で信頼回復を図ったものの、傷を広げる格好となった首相は「おわびをしなければならない」「訂正させていただきたい」などと防戦に追われた。
　首相は通常国会で、計画を知った時期について「国家戦略特区に申請を（愛媛県）今治市とともに出された段階」などと答弁。同市が申請したのは２０１５年６月で、同学園が事業者として申請したのは今年１月１０日だ。
　首相は「１月２０日の（同学園の）認定で知った」と改めて述べた上で、過去の答弁について「整理が不十分なまま答えた部分がある」「厳密さを欠いていた」などと釈明した。
　野党側は「全く信頼できない」「明らかな虚偽答弁」などと激しく批判。やじが飛び交ったが、首相は従来のような強気の反撃は封印。答弁時には手元の書類に目を落として確認しながら話す場面が目立った。
　前日の衆院予算委に続き、「私の友人（加計学園理事長）が関わることであり、疑念の目を向けられることはもっともだが、その観点が今までの答弁では欠けていた」と改めて反省の色を示すとともに、「事実に基づいて丁寧な上にも丁寧に説明したい」と述べ、「加計ありき」の疑念の払拭（ふっしょく）に懸命だった。（時事通信2017/07/25-20:01）
蓮舫氏に矛盾つかれ、首相「急な質問で」　加計問題論戦
朝日新聞デジタル岡戸佑樹、杉浦幹治2017年7月25日12時04分
　内閣支持率が急落した安倍晋三首相と、低迷続く民進党の蓮舫代表。共に窮地に立つトップ２人が２５日、参院予算委の閉会中審査で加計（かけ）学園の問題で論戦を交わした。「答弁に無理がある」「混同していた」。浮上を狙って攻め込む蓮舫氏に、更なる低迷を避けようと守勢に回る首相という構図が繰り広げられた。
　「急にご質問がございましたので、混同したところがございます」
　国家戦略特区を活用した獣医学部新設計画の事業者が加計学園と知ったのはいつか。答弁の矛盾を民進党の蓮舫氏が突くと、安倍首相は弁明に追われた。
　安倍首相は前日の衆院予算委員会では「低姿勢」を印象づけ、淡々と答弁を続けた。だが、過去の答弁などとの整合性を問われ、首相の答弁が不十分だとして審議がストップ。手元の紙を読み続け、さらに守勢の答弁に終始した。
　それに対し、蓮舫氏は「その答…
加計問題　首相従来答弁「上書き」矛盾突かれ　閉会中審査
毎日新聞2017年7月25日 23時42分(最終更新 7月26日 02時53分)
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安倍晋三首相の過去の国会答弁が突然「上書き」された
　安倍晋三首相は２５日の参院予算委員会の閉会中審査で、学校法人「加計（かけ）学園」の獣医学部新設計画を知った時期を「今年１月２０日」だったと主張した。過去の答弁では時期の表現が誤っていたとして「おわびして訂正したい」と釈明したが、２年前から知っていたかのように繰り返した答弁との矛盾を「上書き」する姿勢に、野党は「虚偽答弁だ」と猛反発。政権が批判の収束を狙った審議は逆に新たな疑念を生んだ。【光田宗義】 
　首相は２５日の予算委で、２４日の「１・２０」答弁について説明。愛媛県今治市が獣医学部を新設する国家戦略特区の申請を２年前から知っていた、とする一方、事業者が加計学園とは「承知していなかった」と述べた。学園への便宜や政府内の指示も否定した。 
　しかし民進党の蓮舫代表や共産党の小池晃書記局長は、過去の答弁や４月２８日に閣議決定された政府答弁書と「時期が食い違っている」と追及。例えば首相は６月５日、「（学園が）今治市とともに申請した段階で承知した」と答弁。文字通りに受け止めれば、これは今治市が特区申請した２０１５年６月を意味する。 
　また今年６月１６日には、「（小泉政権が創設した）構造改革特区に申請していたことは承知していた。当然、（安倍政権で始まった）国家戦略特区に申請すれば、私の知り得るところとなる」と答弁している。 
　だが首相は２５日の予算委で「構造改革特区と国家戦略特区があり、多少混乱していた。整理が不十分なまま答えた」と釈明。構造改革特区は「今治市と加計学園」が申請していたが、制度の変わった国家戦略特区は「今治市」だけで、首相が旧制度時代の記憶と混同したというわけだ。 
　さらに首相は「事業者が誰かは説明を受けていなかった」と強調。１月１０日に学園が応募した時も「国家戦略特区諮問会議にかかっていないため」知らず、同２０日の諮問会議の直前に初めて説明されたとした。しかし過去に異なる答弁が多数あった可能性があり、諮問会議で検討が加速した昨年は、首相と学園の加計孝太郎理事長がゴルフや会食を重ねているだけに、野党は「あまりにも不自然だ」と強く反発した。 
加計計画　首相「答弁の整理不十分」　１月の把握を強調
毎日新聞2017年7月25日 11時28分(最終更新 7月25日 12時53分)
　安倍晋三首相は２５日午前、参院予算委員会の閉会中審査で、学校法人「加計（かけ）学園」による獣医学部新設計画について、事業主体が同学園だと初めて知ったのは１月２０日の国家戦略特区諮問会議だったと改めて表明した。しかし、民進党の蓮舫代表は通常国会の答弁と整合性がとれないと追及。首相は「整理が不十分だった。厳密さを欠いていた」と釈明し、前の答弁を事実上修正した。 
　首相は、自民党の青山繁晴氏の質問に「２年前の１１月から、議長を務める国家戦略特区諮問会議で議論が進む中、（愛媛県）今治市が獣医学部新設を提案していることを知った。しかし、その時点でもその後のプロセスでも、事業主体が誰かについて今治市から説明はなく、加計学園の計画は承知していなかった」と答弁。１月２０日に把握したという２４日の衆院予算委での説明を踏襲した。 
　これに対し、蓮舫氏は先の通常国会での質疑を基に首相を追及した。 
　６月１６日の参院予算委では、社民党の福島瑞穂氏が「加計学園が今治市に獣医学部をつくりたいことをいつから知っていたか」と質問した際、首相は「（小泉純一郎内閣時代に創設された）構造改革特区で申請されたことを私は承知していた」と答えていた。 
　また、６月５日の参院決算委では、民進党の平山佐知子氏の質問に対し、「安倍政権になり、（加計学園が）国家戦略特区に今治市とともに申請を出した段階で承知した」と述べた。 
　今治市は２０１５年６月に国家戦略特区での獣医学部新設を提案。加計学園は今年１月１０日、特区での獣医学部新設に応募した。こうした経緯を踏まえ、蓮舫氏は「いずれにしても１月２０日ではない」などと首相の答弁の矛盾を指摘した。 
　首相は「福島氏や平山氏に答えたことと中身に違いがあったのは不十分だった。整理したところ、加計学園と今治市に混同があり、おわびしなければならない」と陳謝。１月１０日の応募段階では特区諮問会議の議題にはならないとして、自身が把握した時期を「１月２０日だと重ねて申し上げたい」と述べた。 
　これに関連し、山本幸三地方創生担当相は２５日午前の記者会見で、「１月２０日以前に、加計学園が意欲を示していることについて首相と話したことはあるか」という質問に「一切ない」と否定した。そのうえで、山本氏が知ったのは昨年９月７日だと改めて説明した。【光田宗義】 
加計獣医学部、７５％が新設に慎重　パブリックコメント
朝日新聞デジタル2017年7月25日16時42分
　山本幸三地方創生相は２５日の閣議後の記者会見で、学校法人「加計学園」の獣医学部新設問題をめぐり、獣医学部新設の政府方針について一般から意見を募るパブリックコメントを行った際、学部開設時期を「２０１８年度」とすることについて「特定の大学でないとできない」という趣旨の意見が４件寄せられていたことを明らかにした。そのうえで「４件だけという状況であり、大勢ではないと思う」と述べた。
　政府はパブリックコメントを昨年１１～１２月に実施。山本氏によると、約１千件の意見が寄せられ、このうち約７５％が学部新設に慎重な意見だった。開設時期に関するのは１７件で、うち４件が「特定の大学でないとできない」との趣旨だったという。
　山本氏は２４日の衆院予算委員会の閉会中審査で、共産党議員から、パブリックコメントで学部開設時期について「加計以外は間に合わない」との意見があったことを認識していたのか問われ、「そういう話は聞いている」と答弁していた。
【詳報】参院閉会中審査　首相釈明「特区を取り違え」
朝日新聞デジタル2017年7月25日15時16分
　参院予算委員会の閉会中審査が２５日午前９時から始まった。学校法人「加計（かけ）学園」の獣医学部新設問題や南スーダンに派遣された陸上自衛隊の日報に関する問題をめぐって、安倍晋三首相らが答弁する。
　参考人として前川喜平・前文部科学事務次官、和泉洋人・首相補佐官、内閣府の藤原豊・元審議官、加戸守行・前愛媛県知事、首相秘書官だった柳瀬唯夫・経済産業審議官、国家戦略特区ワーキンググループ（ＷＧ）の原英史委員も出席する。
　質問するのは自民党の青山繁晴氏、民進党の蓮舫氏と桜井充氏、公明党の河野義博氏、共産党の小池晃氏、日本維新の会の浅田均氏、自由党の森ゆうこ氏、無所属の松沢成文氏。
　概要を速報します。
〈午後３時１１分〉
　参院予算委が終わる。
〈午後２時５７分〉
　松沢氏は加計孝太郎氏の政治活動について聞くと宣言。加計氏に自民党の政党活動について支援を頼んだことはあるか首相に質問する。
　首相は「自民党の政党活動を支援してもらうように頼んだことはない」
　松沢氏は続けて自民党岡山県自治振興支部の政治資金収支報告書を掲げ、支部と加計学園と関わりを問題視する。
〈午後２時５６分〉
　無所属の松沢氏の質問が始まる。
〈午後２時３９分〉
　自由党の森氏の質問に移る。
　「困りました。安倍首相の答弁が混乱している」と切り出す。加計学園の獣医学部新設計画を首相が知った時期を改めて問いただす。
　首相は「構造改革特区と国家戦略特区を取り違えていた」と混乱の原因を釈明する。
　森氏は「本当は知っているのに知らないふりをしたから混乱している」と指摘する。
〈午後２時１６分〉
　浅田氏は首相が李下に冠を正さずと繰り返している点を取り上げ、「であれば（加計氏との）線引きを厳しくするべきではないか」と指摘する。
　首相は「その通りで、李下に冠を正さずという言葉があるが、私の友人が関わることなので、国民から疑念の目が向けられるのは当然だ。答弁に至らない点があったと認めないといけない」
〈午後２時１１分〉
　日本維新の会の浅田氏の質問が始まる。首相に対し１月２０日の特区諮問会議で初めて加計学園の計画を知ったとする答弁について改めて説明を求める。首相は従来通りの説明をし、理解を求める。
〈午後２時９分〉
　小池氏は「一点の曇りもないという発言は撤回すべきだ」と指摘すると、首相は「特区ワーキンググループの民間の八田座長が、一点の曇りもないとおっしゃっている」などと特区の選定過程は適正だったと強調した。
〈午後１時５２分〉
　小池氏は関係閣僚に、加計学園の加計孝太郎理事長と会ったことがあるか、獣医学部新設の話をしたかとただす。
　山本農水相は「（昨年８月に）ごあいさつをいただいた。獣医学部のお話はお聞きした」
　松野文科相は「（昨年）９月６日にお会いしている。獣医学部の話はなかった」
　山本地方創生相は「昨年９月７日に理事長が来られ、今治市に提案して、やっていきたいという話があった」
　この答弁を受けて、小池氏は加計氏の面会について「なぜ次々と大臣に会えるのか？」と疑問を呈す。
〈午後１時３４分〉
　小池氏の質問は加計学園の問題に移る。
　首相が１月２０日の国家戦略特区認定まで加計学園の計画は知らなかったとの認識を取り上げる。小池氏は過去の答弁との整合性を問い、「虚偽答弁だ」などと批判。
　首相は答弁について改めて整理するが、断続的に審議が中断。首相は「混乱して答弁したことはおわびしたい」「厳密さに欠いていた」「訂正させていただきたい」と理解を求める発言も。
〈午後１時２７分〉
　共産党の小池氏の質問が始まる。南スーダンの日報問題を取り上げ、「監察を指示した（防衛）大臣が聴取されるという異常な事態だ」と批判。
　首相は「日報については開示しなければならないという立場は一貫している」「監察が終わって報告を受けるのが手順だ」と述べるも、小池氏は「政府として解明する意思がないのではないか」と指摘。
〈午後１時〉
　午後の審議が再開。質問者は公明党の河野氏。獣医学部の新設抑制に対する考えを松野文科相に問うた後、テーマを九州北部豪雨に移す。安倍首相は復旧・復興に全力を尽くす姿勢を強調。「被災地目線に立った中長期的な支援を」と河野氏。
〈午前１１時５５分〉
　予算委員会は休憩に。午後１時から再開。
〈午前１１時４１分〉
　公明党の河野氏の質問が始まる。国民に対して説明責任を果たす決意を首相に問う。
　首相は「李下（りか）に冠を正さずという言葉がある。至らない点があったことは率直に認めなければならない。厳しい国民目線を踏まえ、事実に基づいて、丁寧な上にも丁寧に説明したい」。
〈午前１１時２６分〉
　桜井氏が首相に答弁を求めたところ、山本幸三地方創生相が答弁に立つ。「出て行け！」とのヤジ。
　桜井氏は「山本大臣は質疑の妨害しかしない。答弁に立たないでほしい」
〈午前１１時２２分〉
　今治市職員の官邸訪問について首相は「確認できなかった」。桜井氏は今治市の関係者の参考人招致を求める。
〈午前１１時９分〉
　桜井氏が２０１５年４月の今治市職員の首相官邸訪問を取り上げる。首相は「今治市の職員とはお会いしていない」
　首相秘書官だった柳瀬氏に今治市の職員と会ったか尋ねる。柳瀬氏は「記憶をたどる限り、お会いしていない」
〈午前１１時〉
　質問者が民進党の桜井氏に代わる。仙台市長選について首相に聞く。首相は自民党が推薦した候補が敗れたことについて「真摯（しんし）に受け止めたい」

参院予算委の閉会中審査で質問する民進党の蓮舫代表＝２５日午前１０時２１分、岩下毅撮影
〈午前１０時５６分〉
　蓮舫氏が「国家戦略特区は疑惑だらけだ」などとして臨時国会の開催を求める。
　首相は「臨時国会の召集については適切に対応したい」と答弁。
〈午前１０時４９分〉
　蓮舫氏が「１月２０日（に初めて知ったという答弁）は誤りだと認めればいい」とさらに首相に追及する。
　首相は「１月２０日（に初めて知った）というのは重ねて申し上げたい」
　蓮舫氏「まったく信頼できません」
〈午前１０時４４分〉
　蓮舫氏が「総理、国会をなんだと思っていますか？　不誠実な対応だ」と首相を批判する。
〈午前１０時４２分〉
　首相が改めて答弁。「整理が不十分なままお答えした。今回、閉会中審査で確認し、答弁した」。「うそつくな！」とのヤジが飛ぶ。
　さらに首相が答弁。「混同があったことはおわびしなければならない」
〈午前１０時３８分〉
　２４日の衆院予算委で加計学園による獣医学部新設を認識した時期について、首相が「今年１月２０日」とした答弁について蓮舫氏がただす。過去の答弁と整合性がとれないとして、「１月２０日ではないのではないか？」と追及。
　首相は過去の答弁について「急にご質問があったので混同したことがあった」
〈午前１０時２８分〉
　蓮舫氏は東京都議選で稲田氏が「防衛省、自衛隊、防衛大臣、自民党としてもお願いしたい」と呼びかけた発言を取り上げる。「なぜ稲田大臣を守るのか」とただす。
　首相は「先日の東京都議選の発言については撤回、謝罪したと承知している。私からも誤解を招くような発言には注意するよう指示した」
〈午前１０時２４分〉
　蓮舫氏が南スーダンの日報問題について第三者が稲田氏の関与も含めて調査すべきだと求める。
　首相は「特別防衛監察については防衛相に対する厳しいご指摘もある。自分自身も対応していくと述べている。その意味でしっかりと責任を果たしたい」
　さらに蓮舫氏が稲田氏の罷免（ひめん）を求める。
　首相は「稲田大臣には再発防止を図ることでその責任を果たしてもらいたい」。
〈午前１０時２３分〉
　南スーダンの日報問題について蓮舫氏に問われ、首相は「国民の皆さんの疑念を解消するために特別防衛監察を行っている。説明責任を果たしていく」。
〈午前１０時１５分〉
　民進党の蓮舫代表の質問が始まる。
　蓮舫氏は首相に対し、「きのうの衆院予算委で国民の加計学園に対する疑惑が深まったか、軽くなったか？」と切り出す。
　首相は「今までの政府の説明に対し、国民の皆さんから納得が得られなかったのは承知している。私としても事実に基づいて丁寧に説明した」
　蓮舫氏は「事実に基づくということが揺らいでいる」「求められているのは丁寧な口調ではない」と指摘。
　蓮舫氏が稲田氏に質問する。「防衛省を統制できているか？」
　稲田氏は「批判は承知している。やるべきこと、なすべきことをしっかりやりたい」
　蓮舫氏の重ねての質問に稲田氏は「シビリアンコントロールはきいている」と答弁。
〈午前１０時６分〉
　青山氏が北朝鮮による日本人拉致問題について、今の日本政府の拉致問題対策本部を改組し、より強力な首相直轄の組織として官邸に置き、拉致問題担当相に北朝鮮との交渉を担当させるなど、交渉は常に政治家が行うべきだと提案する。
　首相は「拉致問題は安倍内閣の最重要課題だ。先頭に立って全力を尽くす」などと答弁。
〈午前１０時〉
　青山氏が南スーダンに派遣された陸上自衛隊の日報問題について取り上げる。稲田朋美防衛相が「日報に関して私は当初から公開すべしという立場を取ってきた」「一貫して開示すべきだという立場を貫いてきた」と強調。「隠匿や非公表にするという指示はあり得ない」
〈午前９時５７分〉
　加計学園の獣医学部新設をめぐる文科省の内部文書について首相は「省庁間の調整が直接行われた。言った言わないの水掛け論になっている。調整プロセスが透明性に欠け、疑念を招いた」
〈午前９時５４分〉
　前川氏が「加計ありきで特区が曲がった形で使われた」と反論。
〈午前９時５２分〉
　加戸氏が文科省の後輩でもある前川氏について「気骨がある」と評価しつつ、「なぜ虚構の話をするのか」
〈午前９時４０分〉
　首相が答弁に立つ。「加戸前知事がおっしゃったように昭和４１年を最後に獣医学部が新設されていない」とし、鳥インフルエンザなどの課題を列挙。「時代のニーズに合わせて規制を改革するのはゆがんだ行政をただすことだ」
　一方で、「国民の皆さまにご納得いただいていないのは事実」だとして、「丁寧に説明する」とも。
〈午前９時３５分〉
　再び加戸氏の答弁。獣医学部新設について「今治の未来を託した」
〈午前９時２７分〉
　青山氏の質問に対し、加戸氏が答弁。今治市の獣医学部新設の先頭に立っていたとし、「（疑惑の）ぬれぎぬを晴らしたいと参上した」。さらに愛媛県議と加計学園事務局長が同級生だったなどとも説明。
〈午前９時２５分〉
青山氏「なぜそのような説明をしなかったのか」
首相「至らぬ点があったと率直に認めなければならない」
〈午前９時１６分〉
　青山氏が「前川さんの胸の中で『加計ありき』であって、思い込みと言わざるを得ない」と指摘。
　続けて、前日の衆院予算委員会で首相が加計学園が申請したことを知ったのは今年１月２０日の国家戦略特区諮問会議だったとした首相答弁を取り上げる。
　首相は「改めていつ、何をどのように知ったか説明する」と述べ、答弁を始める。獣医学部の新設の提案者は「今治市」で、「加計学園ではない」と指摘。今治市の提案は知りうる立場だが、数十件の提案の一つにしか過ぎず、実際には今治市の提案については「認識していなかった」と説明。その後も事業主体が誰かについては提案者の今治市から説明はなく、「加計学園は承知していなかった」と強調。「今年１月２０日に認定したときに初めて知った」と述べた。
　加計孝太郎理事長について「獣医学部を作りたい、今治にという話はなかった。そういう関係だからこそ友人として長いつきあいができた」

参院予算委の閉会中審査で、自民党の青山繁晴氏の質問に答える前川喜平・前文部科学事務次官。右下は加戸守行・前愛媛県知事＝２５日午前９時１２分、岩下毅撮影
〈午前９時１１分〉
　青山氏は首相の意向で「加計ありき」で決まっているとしたのは前川氏ではないかと指摘する。
　前川氏は「私の理解では、初めから加計ありきだった」と反論。「和泉補佐官に呼ばれる以前に内閣官房参与で加計学園理事である木曽功氏の訪問を受け、よろしくと言われた」などと説明し、「加計ありき」は文科省でも共通認識になっており、内閣府も同じだったなどと強調した。
〈午前９時７分〉
　加計学園に話題を移す。前川氏に対し、和泉補佐官と会った日時が変遷している点を指摘。「どれが本当なのか？」
　前川氏は獣医学部新設の件で最初に呼ばれたのは、「（昨年）９月９日１５時ごろ。これが正しい」と説明。「９月５日」とメディアのインタビューで答えたことについては、加計学園とは別件だったとし、「単純ミスだった」と釈明した。
〈午前９時５分〉
　青山氏が首相に治水を含む防災も危機管理だとして、見解を問う。首相は行方不明者の捜索に全力を尽くし、インフラの復旧や生活再建に全力で取り組むと決意を語る。「今後も国民の生命と財産を守るため、ハード、ソフト一体となった対策に取り組み、国土強靱（きょうじん）化を進める」
〈午前９時〉
　参院予算委員会が始まる。委員長や自民党の山本一太氏。最初の質問は自民党の青山氏。九州北部の豪雨災害から取り上げる。
〈午前８時５５分〉
　閉会中審査が行われる参院第１委員会室。安倍晋三首相らが着席する。
しんぶん赤旗2017年7月25日(火)
安倍政権　疑惑にこたえず　衆院　閉会中審査　加計　側近「記憶にない」連発

　安倍晋三首相の友人が理事長の学校法人「加計（かけ）学園」（岡山市）の獣医学部新設が「総理のご意向」とされる問題や稲田朋美防衛相の日報隠ぺい疑惑をめぐり２４日、衆院予算委員会は安倍首相が出席しての閉会中審査を開きました。安倍首相は「丁寧な説明を重ねる」としましたが、加計問題について側近たちが「記憶がない」を連発。また稲田氏を「これからも責任を果たしてほしい」とかばうなど、国民が求める真相究明に背を向けました。日本共産党からは宮本徹、笠井亮の両議員が質問に立ちました。
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（写真）質問する宮本徹議員＝24日、衆院予算委


宮本徹氏ただす

　予算委には文部科学省の前川喜平前事務次官と、同氏が加計問題の「キーマン」と指摘する和泉洋人首相補佐官が参考人で出席。前川氏は和泉氏から官邸に呼び出され、「総理が自分の口からは言えないから、代わりに自分が言う」と獣医学部推進を求められたと証言。この問題で９月９日から１０月にかけて計３回、和泉氏と会ったことを明らかにしました。
　この発言について、和泉氏は「記憶はまったく残っていない。したがって言ってない」と否定。他方、獣医学部新設を「スピード感をもって取り組むことが大事」と求めたことは認めました。
　和泉氏が圧力をかけ始めた時期は、内閣府が「平成３０年（２０１８年）４月開学を大前提に」「官邸の最高レベルが言っている」と、開学時期を指定して文科省に推進を求めた時期と重なります。
　国家戦略特区の担当は内閣府です。宮本氏は「なぜ内閣府を差し置いて前川氏を呼んで急がせたのか」と質問。和泉氏は「直接はこの業務に関与していない」と本来は担当外であることを認めたうえ、「首相からの指示はない」と答弁しました。
　安倍首相も和泉氏への指示を否定しましたが、担当外の和泉氏が獣医学部推進を働きかけたことを「当然のこと」と擁護。宮本氏は前川氏と和泉氏の証言が食い違っていることに言及し、「証人喚問が必要だ」と求めました。
　また松野博一文科相は「加計学園への伝達事項」とする文書について、民進党の玉木雄一郎議員の質問に、同省の内部文書であることを明らかにしました。
　この文書は日本共産党の小池晃書記局長が参院文教科学委員会（５月２５日）で取り上げたもの。国家戦略特区諮問会議（議長、安倍首相）が獣医学部新設の規制緩和を決定（昨年１１月９日）した前日に、文科省が加計学園に計画の改善点を伝達事項としてまとめています。加計学園に事業者が決まるのは、この内部文書から２カ月以上後で、「加計学園ありき」で進んでいたことを示すものとなっています。
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（写真）質問する笠井亮議員＝24日、衆院予算委


日報隠ぺい　稲田氏の罷免拒否

笠井氏が追及

　一方、南スーダン国連平和維持活動（ＰＫＯ）の「日報」隠ぺい問題で、稲田朋美防衛相は「隠ぺいするとか非公表を了承することはない」と自身の関与を否定。安倍首相は、野党が要求している稲田氏の罷免について「引き続き徹底的な調査を行い、改めるべき点があれば改善し、再発防止を図ることにより責任を果たしてもらいたい」と述べ、拒否しました。
　日本共産党の笠井亮衆院議員は、稲田氏が隠ぺい疑惑をめぐり特別防衛監察の聴取を受けたことについて、「前代未聞。それ自体、大臣の資格がない」と厳しく批判。その上で稲田氏をかばい続ける安倍首相自身の責任と隠ぺいへの関与について追及しました。
　笠井氏は、廃棄したとされていた「日報」のデータが保管されていたことが岡部俊哉陸上幕僚長に報告されたときなど、要所要所で安倍首相が黒江哲郎防衛事務次官らと会っていたことを示し、「対処方針を指示していたのではないか」と指摘。安倍首相は「日報が残っていたという報告を受けたことはない」とした上で、「監察の最中。報告を待ちたい」と述べるにとどめました。
　笠井氏は「特別防衛監察を隠れみのにすることなど許されない」と批判し、国会の責任で真相究明すべきだと述べ、隠ぺい疑惑の渦中にある稲田氏をはじめ黒江事務次官や岡部陸幕長らの証人喚問を強く求めました。
しんぶん赤旗2017年7月25日(火)
「日報」疑惑を笠井氏追及　衆院予算委閉会中審査　政権ぐるみで危険を隠した

　日本共産党の笠井亮議員は２４日の衆院予算委員会で、安倍内閣が安保法制＝戦争法の実績づくりを優先させるために、政権ぐるみで南スーダン国連平和維持活動（ＰＫＯ）への派遣部隊が作成した「日報」の隠蔽（いんぺい）を図った疑いをただしました。安倍晋三首相は、自身が要所要所で渦中にある防衛省幹部と会っていたと認めながら、「陸自に（データが）残っていたという報告は受けていない」と関与を否定。笠井氏は「国会の責任で真相究明すべきだ」として、防衛省・自衛隊関係者の証人喚問を求めました。
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（写真）安倍首相、稲田防衛相に質問する笠井亮議員（左）＝24日、衆院予算委


　防衛省は昨年７月に南スーダンの首都ジュバで「戦闘」があったと明記された日報について「陸自が廃棄した」と説明してきましたが、陸自にデータが保管されていたことが判明。稲田朋美防衛相は２月１５日の防衛省幹部との会議で、データを非公表とする報告を受け、それを了承したと報じられています。
報告求めたか

　笠井氏は、会議前日（１４日）の衆院予算委員会で、笠井氏自身が陸自にデータが保管されている可能性を指摘し、稲田防衛相が「確認して答弁したい」と述べていたと指摘。「（防衛相は）この問題に重大な関心があったはずだ。報告を求めていない方がおかしい」と事実関係をただしました。
　稲田氏は「隠蔽を了承することはない」というだけ。「（隠蔽は）私の政治姿勢と真逆」との弁明を繰り返しました。
　笠井氏は、稲田防衛相が疑惑究明のために自ら命じた特別防衛監察の聴取を受け、当事者となっている異常性を指摘。稲田氏を任命、かばい続けた安倍首相の責任をただしたうえで、首相自身の関与にも切り込みました。
　笠井氏は、安倍首相が、陸自でのデータの存在が岡部俊哉陸幕長に報告された翌日の１月１８日、防衛省の黒江哲郎事務次官と豊田硬官房長の２人と面会し、報道で陸自のデータ保管が明るみに出た２日後の３月１７日にも黒江事務次官と会っていると指摘。「要所要所で報告を受けて、対処方針を指示したのではないか」とただしました。
　安倍首相は、防衛省幹部と会っていたとは認めながら、「陸自に日報（のデータ）があったという報告を受け、（私が）それを外に出さないという指示をするはずがない」と主張。陸自データの保管の経緯については、「特別防衛監察の報告を待ちたい」としか答えませんでした。
憲法の問題に

　笠井氏は、「これだけの大問題を総理の関与・指示もなく防衛省・自衛隊幹部が勝手に進めていたなど、ありえないことだ」と述べ、日報隠蔽の動機は現地の自衛隊部隊ではなく、安倍政権側にあったと指摘。「戦闘」の事実が明記された日報が明らかになれば、憲法上の問題となるからと、「政権ぐるみで南スーダンの危険な現実を国会と国民に隠し、隠蔽してきたのではないか」と批判しました。
ＰＫＯ「日報」問題をめぐる動き

　２０１６年７月　首都ジュバで大規模戦闘が発生
　　　９月３０日　フリージャーナリストが日報を開示請求
　　　１０月３日　防衛省が公開請求を受理
　　　１０月２５日　政府がＰＫＯ部隊の派遣期間を５カ月延長
　　　１１月１５日　戦争法に基づく駆け付け警護の新任務を付与
　　　１２月２日　防衛省が「陸自で廃棄済み」と日報不開示を決定
　　　１２月１６日　稲田防衛相が日報の再探索を指示
　　　１２月２６日　防衛省が統幕に日報の電子データを「発見」
　２０１７年１月１７日　岡部陸幕長に陸自内でのデータ保管が報告される
　　　１月１８日　安倍首相が黒江事務次官、豊田官房長と面会
　　　１月２７日　統幕の防衛官僚が上層部と相談し「今さら陸自内にあったとは言えない」と陸自に伝達。その後データ消去
　　　　　　　　　稲田防衛相が統幕でのデータ「発見」報告を受ける
　２月６～７日　統幕でのデータ保管を認め、一部黒塗りで公開
　　　２月１３日　湯浅陸幕副長が稲田防衛相に陸自保管を事前説明
　　　２月１４日　衆院予算委員会で笠井議員が日報問題で質問
　　　２月１５日　稲田防衛相が黒江事務次官、豊田官房長、岡部陸幕長らとの会議でデータ保管の「報告」を受け非公表を「了承」
　　　３月１５日　報道で陸自にもデータが保管されていたと判明
　　　３月１６日　稲田防衛相が衆院安保委でデータ隠蔽（いんぺい）に関して「報告されなかった」と答弁
　　　３月１７日　安倍首相が黒江事務次官と面会
　　　　　　　　　防衛監察本部が特別防衛監察を開始。
しんぶん赤旗2017年7月25日(火)
加計疑惑　これが「丁寧な説明」か　新たな疑惑　次々と浮上　衆院予算委閉会中審査

　安倍晋三首相出席のもとで開かれた衆院予算委員会の閉会中審査。焦点となったのは首相自ら「真摯（しんし）に説明責任を果たす」と約束した学校法人「加計学園」の獣医学部新設の疑惑ですが、関係者を含め核心部分に「記憶ない」「記録ない」を連発、首相は「公正なプロセスを踏んできた」というものの、新たな疑惑が次々と浮上しました。
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（写真）質問する宮本徹議員（左）＝24日、衆院予算委


　日本共産党の宮本徹議員が追及したのは、１月４日の公募で示された「平成３０年度（２０１８年度）開設」というあまりに短い準備期間です。加計学園と同様に獣医学部新設を目指していた京都産業大学も、準備期間不足を断念の理由に挙げています。
　宮本氏は、内閣府と文科省が１６年１１月に実施した意見公募（パブリックコメント）にも「準備期間が非常に短期間。特定の案件に絞り込んだ恣意（しい）的な期間設定」などの批判や疑念が多数寄せられていたことを指摘（表）。山本幸三地方創生担当相は「パブコメの概略は聞いている。その中には、そういう話もあったと聞いている」と述べ、疑念や批判を認識していたと認めました。
　宮本氏は「加計学園しか間に合わないと知りながら条件を決めたということだ。文字通り加計ありきだ」と強調しました。
　民進党の玉木雄一郎議員の質問に、松野博一文科相が存在を認めた文科省の内部文書「加計学園への伝達事項」も重大です。同文書は昨年１１月の国家戦略特区諮問会議での獣医学部新設の決定直前に、加計学園に「文部科学省として懸念している事項をお伝えする」目的でつくられたもの。日本共産党の小池晃書記局長が５月２５日の参院文教科学委員会で追及しましたが、同省は存在を認めてきませんでした。
　加計学園は、国家戦略特区の提案者ではないため、形としては今年１月に事業者に応募して初めて今治市での獣医学部新設に関わることになりました。伝達事項は、１１月の諮問会議での獣医学部の新設決定や今年１月の事業者決定以前から、文科省が加計ありきで手とり足とり指導していたことを示しています。
　同時に伝達事項は加計学園に対し、獣医学部新設の条件とされた既存獣医学部との差別化や、獣医学部として全国最大となる１６０人の定員の具体的需要の説明について注文をつけ、学部新設に必要な教員確保や施設整備、資金計画などについても「万全な準備を行っていただきたい」と強調しています。加計学園による獣医学部新設を容認しつつ、同学園の構想や教員確保、資金力に懸念を表明しているのです。
　一方、山本担当相は２４日の質疑でも、加計学園の方が京産大より教員確保が進んでいたと主張。伝達事項と矛盾する認識を示しました。
宮本徹議員が紹介したパブコメに寄せられた意見

　●2018年度開設の期限をなぜ切るのか。そもそも実現可能な大学が決まっており、形だけの手続きではないか。スケジュールありきでなく、しっかりと、新たなニーズに応えられる大学の具体的な構想をヒアリングし、特区の趣旨の実現性により判断すべきである
　●2018年度の開設に限定されているが、準備期間が非常に短期間となっており、特定の案件に絞り込んだ恣意（しい）的な期間設定と思われる。用地確保や建設に関わる標準的な準備期間を考慮して、常識的な開設期間とすべきではないか
　●文部科学省との調整期間を考えるとパブリックコメントが発表された時点で教員の確保など周到な準備を完了していないと事実上困難である
加計申請　１月まで「知らず」

首相の説明に疑問噴出

　安倍首相は答弁で、加計学園の国家戦略特区での獣医学部新設計画について、国家戦略特区諮問会議で事業者に加計学園が認められた今年１月２０日まで知らなかったとの認識を示しました。民進党の玉木雄一郎氏から「今年１月２０日になるまで加計学園、加計理事長が特区で獣医学部をつくりたいという意図をもっていたことも知らなかったのか」と問われ、安倍首相は「その通りだ」と答弁しました。
　同学園の加計孝太郎理事長との会食やゴルフを重ねてきた安倍首相。２４日の予算委で、民進・大串博志政調会長は、首相と加計氏との接触が第２次安倍政権で、公になっているものだけでも１４回にのぼると指摘。「獣医学部新設を願い出ていることが話題にものぼらなかったのか」とただすと、安倍首相は「『獣医学部をつくりたい』『今治市に』といった話は一切なかった」と断言する一方で、「私は知りうる立場にはあった」とも述べました。
　加計理事長は昨年、関係大臣と面会を重ねるなど獣医学部新設に向けて精力的に動いており、諮問会議の議長も務める安倍首相が今年１月２０日まで「知らなかった」と説明したことに、野党から強い疑問の声があがりました。
　諮問会議が獣医学部新設を議論しているさなかの２０１６年９月７日に、戦略特区を所管する山本幸三地方創生担当相は加計理事長と面会。山本氏は「加計理事長から今治市と共同で獣医学部新設を提案したのでよろしくとあいさつがあった」と述べています。さらに１６年８月２３日、加計氏は、学園の理事が旧知の間柄だった山本有二農水相を訪問するのに同行。就任あいさつのなかで、獣医学部を四国に新設する計画だと説明しました。
　１６年９月には、獣医学部新設をめぐり、前川喜平前文科事務次官が和泉洋人首相補佐官から呼び出され、「総理は自分の口からは言えないから私が代わりに言う」と対応を早く進めるよう要請されたと証言しています。
「記憶にない」７回繰り返す

安倍首相　元秘書官

　「加計学園ありき」で計画を進めてきたとされる安倍晋三首相の側近らは「記録にない」「記憶にない」「覚えていない」を連発し、疑念はさらに深まりました。
　２０１５年４月２日、愛媛県今治市の企画課長と課長補佐が首相官邸を訪れた際に、柳瀬唯夫・首相秘書官（当時）と面会していた―。民進党の今井雅人議員は関係者の証言として、柳瀬氏が「希望に沿えるような方向で進んでいます」と今治市側に伝えたことを紹介。今治市側は「ついにやった」「秘書官に会えた。びっくり。絶対に誘致できる。さすが加計さん。総理にも話ができるんだ」と喜び合ったといいます。
　今治市の職員と会ったのかという質問に柳瀬氏は「記憶はありません」「（会った記憶も）覚えてございません」と７回も繰り返しました。同時期は今治市が国家戦略特区に獣医学部新設を提案する２カ月も前。自治体の課長クラスが首相官邸を訪れるのも異例です。
　首相官邸の入館記録を確認すれば面会の事実は分かるはずだという質問に、安倍首相は「誰と面会したかの記録は保存されておらず確認できなかった」と答弁しました。
　前川喜平・前文部科学事務次官は昨年９月９日、和泉洋人・首相補佐官から「総理は自分の口からは言えないから、自分が代わって言う」と学部新設にむけた速やかな対応を求められたと面会の日時を特定して証言。９月２９日、１０月１７日にも同氏と面会し、同様の対応を求められたと説明しました。
　これに対し和泉氏は「（前川氏と）どんなやりとりをしたか覚えていない」というあいまいな答弁をしながらも、自身の発言については「記憶にまったく残っていない。したがって言っておりません」と全否定しました。
閉会中審査での発言
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■前川喜平・前文部科学事務次官

　和泉補佐官に呼びだされ「総理が自分の口からは言えないから、自分が代わって言うと」国家戦略特区での獣医学部推進を求められた
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■和泉洋人・首相補佐官

　（自身の発言について）「記憶にまったく残っていない。したがって言っておりません」
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■柳瀬唯夫・首相秘書官（当時）

　（今治市の企画課長らと首相官邸で面会した事実について）「お会いした記憶はございません」
「首相説明は噴飯もの」　小池書記局長が批判

　日本共産党の小池晃書記局長は２４日の記者会見で、同日の衆院予算委員会の閉会中審査で、安倍首相が「加計学園」の獣医学部新設計画について、国家戦略特区諮問会議で「加計学園」が事業者として認められた今年の１月２０日まで知らなかったと述べたことについて問われ、「噴飯ものだ。学園理事長の加計孝太郎氏と“腹心の友”である総理が知らなかったなんてありえない」と厳しく批判しました。
　小池氏は、文科省の一連の内部文書には「加計学園」ありきで議論が進められてきたことが示されていると指摘し、「全体として加計学園を前提にして議論が進んできた。あの説明では国民のみなさんも納得ができない」と強調しました。
小池知事、内閣支持率急落を分析「小さなことが反感」
朝日新聞デジタル野村周平2017年7月25日20時11分

小池百合子・東京都知事＝２５日午後、都庁、野村周平撮影
　小池百合子・東京都知事は２５日、都内での講演会の質疑で、加計（かけ）学園問題などを巡って安倍晋三首相らが批判を受けるなか、内閣支持率が急落していることについて「小さなことが反感を呼んでしまっているのが支持率低下につながっているのでは」と指摘した。
　小池氏はこれに関連して「私はポピュリズムでなく、やはり、きめの細かい目線は大切にしないといけないと自分に言い聞かせている」とも述べた。
　一方、将来国政に復帰するのかを問われると「（国政に）２４年いて飛び出たばっかりなのに、また戻れというのは酷だ」と語った。
　また、都内で今後予定されている区市町村議選については「いま真剣にそれぞれの事情を分析している。新しい血を政治の世界に入れていくのは大変意味があることだと思う」とし、自ら率いる地域政党「都民ファーストの会」から候補を擁立する意向を改めて示した。（野村周平）
小池都知事、「小さなところで反感」＝内閣支持率急落で
　東京都の小池百合子知事は２５日、都内で開かれた内外情勢調査会で講演し、内閣支持率が急落していることについて「びっくりしている。（安倍政権は）小さなところで反感を呼んでしまっていることが不支持率につながっているのではないか」と指摘した。
　その上で小池氏は自らの都政運営について「ポピュリズムではなく、きめ細かい目線を大切にしなければいけないと自分に言い聞かせている」と強調。多様な価値観を尊重しながら施策を進める考えを述べた。
　自身の国政進出については「（国政を）飛び出たばかりなのに『また戻れ』というのは酷ではないか」と改めて否定。「東京を大きく動かしていくことが、日本にとっていい方向につながる起爆になれば」と語り、都政改革をさらに進める決意を示した。（時事通信2017/07/25-17:09）
「支持率急落にびっくり」　安倍内閣に小池都知事

共同通信2017/7/25 18:31

　東京都の小池百合子知事は25日、都内で講演し、安倍内閣の支持率低下に関し「これほど急落することにびっくりしている。小さなことが反感を呼び、支持率低下につながっているのではないか」と述べた。

　小池氏は「安倍晋三首相はこれまで継続は力なりでやってきた。他の国々が不安定になっているときに安定が売りではなかったか」と指摘。「ポピュリズム（大衆迎合主義）ではなく、きめ細かい目線を大切にしなければいけないと自分に言い聞かせている」とも語った。

　主催者側から自身の国政復帰の可能性を問われ「東京に飛び立ったばかりなのに、また戻れというのは酷ではないか」と否定した。

築地再開発具体案は移転後＝小池知事インタビュー
　東京都の小池百合子知事は２５日、８月２日の就任１年を前に時事通信のインタビューに応じた。築地市場（中央区）から豊洲市場（江東区）への移転問題では「豊洲への移転を最優先に考える」と強調。築地再開発の具体案については「築地は２０２０年東京五輪・パラリンピックで輸送拠点の役割を担う。いったん更地にすることで再開発の余地が大きくなる」と述べ、豊洲移転後になるとの認識を示した。主なやりとりは次の通り。
　－この１年の印象は。
　すごく早い１年だった。これからは議会と車の両輪となり、スピード感を持って成果を出す。
　－五輪まで３年。
　あとわずか３年という認識でいたい。都の関連施設の工事が佳境に入るので安全に確実に進めたい。
　－築地再開発の具体案はいつ出すか。
　民間の知恵を入れてやりたいので、そこは煮詰まった上でとしか言いようがない。いかに（築地と豊洲の）両方を生かすかを効果的に考えるが、どうしてもタイムラグが生じる。豊洲移転を最優先に考える。
　－具体化は豊洲移転後か。
　築地は五輪で輸送拠点の役割を担う。むしろ、いったん更地にすることで再開発の余地が大きくなる。
　－ブレーンである特別顧問と都職員との間に溝があるようだが。
　私はアウトサイダーとして入ったので、セカンドオピニオンは必要だった。ここからは職員と共に都政を築いていく段階だ。（時事通信2017/07/25-18:08）
共産党都議団 「費用弁償」１０００万円余を都に寄付
NHK7月25日 18時07分
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共産党都議団は、今月の東京都議会議員選挙に立候補せず引退した６人の前の議員が、任期中に交通費などとして支給された「費用弁償」と呼ばれる経費について、「議員報酬をもらいながら二重の受け取りになる」などとして、これまで使わずに１０００万円余りを積み立て、２５日、都に寄付しました。
東京都議会では、本会議などに出席する際の交通費などとして、地域によって１日当たり一律１万円か１万２０００円の「費用弁償」と呼ばれる経費が支給されてきましたが、都議会改革の一環としてことし４月に廃止されました。
共産党都議団は、２５日記者会見し、今月の都議会議員選挙に立候補せず引退した６人の前の議員が、この４年間の任期中に使わずに積み立てていた費用弁償、１０１７万円を都に寄付し、小池知事に目録を渡したことを明らかにしました。
これまで議員団長を務めてきた吉田信夫・前議員は、「議員報酬をもらいながら費用弁償まで受けると二重の受け取りになるので、以前から廃止を主張していた。議員を辞めた後に寄付すれば言行一致につながる」と述べました。
また、大山とも子幹事長は、「一層の議会経費の削減に努めていく」と述べ、今後、議長や副議長以外の議員公用車の廃止や、議員による海外視察をやめることなどをほかの会派にも呼びかけ、都議会改革を進めていく考えを示しました。
しんぶん赤旗2017年7月25日(火)
市民と野党の共闘の力　仙台市長に郡氏　喜びの声にわく
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（写真）当選祝いの花束を受け取る郡和子氏＝23日、仙台市青葉区


　仙台市長選は２３日投開票され、共産、民進、社民、自由の４野党と｢市民の会｣が全面支援した郡（こおり）和子氏（６０）＝無＝が自民・公明候補を破り、初当選しました。
　投票日翌日の朝刊には「与党系敗北　安倍政権再び打撃」（「朝日」）「政権さらに打撃　野党、共闘態勢に自信」（河北新報）の見出しが躍りました。「与野党総力戦」と報道された市長選で、市民と野党の共闘の力をはっきりと示しました。安倍政権・与党は、東京都議選に続く惨敗です。
　開票を見守った郡氏の選挙事務所には１００人以上の支援者が駆けつけ、入りきれなかった人が街頭にあふれました。午後１０時すぎ当選確実の一報に割れんばかりの拍手と歓声でわきかえりました。
　青葉区の女性（５２）は「国民を『こんな人』呼ばわりする安倍政権、自民党の政治感覚に対する違和感が選挙結果に大きく出た。仙台でも市民は自民党政治ではなく新しい政治を選んだ。心底うれしい」と話しました。
　「郡」コールを受けた郡氏は「この勝利は市民のみなさん一人ひとりの勝利。これから仙台市政を市民共同で進めてまいります」とあいさつしました。
　郡選挙対策本部長の新里宏二弁護士は「市民と各政党、労働組合などさまざまな団体みんなで応援して頑張った結果の当選です」と胸を張りました。
　日本共産党は郡氏と「憲法をくらしにいかす」などの政策を確認し全力で奮闘しました。
　市民と野党は最終盤に１７００人の大集会を開き、最後まで共同を広げました。
　一方、会社社長の菅原裕典氏（５７）＝無・新＝を担いだ自民・公明は、選挙中盤、菅義偉官房長官が仙台市入りしましたが街頭には立てませんでした。
◇
　選挙結果は次の通りです。
　当　郡　　和子６０新　１６５４５２
　菅原　裕典５７新　１４８９９３
　林　　宙紀３９新　６１６４７
　大久保三代４０新　８９２４
　（投票率４４・５２％）
しんぶん赤旗2017年7月25日(火)
仙台市長選の勝利　安倍政権に痛打　野党と市民が共闘すれば打ち勝つことができる　小池氏が会見
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（写真）記者会見する小池晃書記局長＝24日、国会内


　日本共産党の小池晃書記局長は２４日、国会内で記者会見し、２３日に投開票された仙台市長選で共産、民進、社民、自由の４野党と市民の共同候補の郡和子氏が勝利した意義について、「非常に大きな勝利だ。東京都議選に続いて安倍政権に痛打を与える結果になった。同時に、昨年の新潟県知事選に続いて野党と市民が共闘すれば自公両党に打ち勝つことができることが証明された」と強調しました。
　小池氏は、仙台市長選の勝利は「住民本位の市政に変えたいという市民の願いと、安倍政権に対する怒りの広がりが見事な形で示された」と指摘。当面する中間選挙や、自民党衆院議員だった白石徹氏の死去に伴う衆院愛媛３区の補欠選挙（１０月１０日告示、２２日投開票）、解散・総選挙にむけて「野党の選挙協力の態勢の構築を急ピッチで進めていきたい」と表明しました。
　さらに、衆院愛媛３区補選での共闘の進め方について問われ、「国政を問う選挙として当面する最大のたたかいであり、何としても勝利する必要がある。共闘の旗印を鮮明にして、お互いに推薦・支援しあう方向でまとめていきたい」と述べました。
蓮舫氏、衆院くら替えの意向　東京の選挙区から出馬へ
朝日新聞デジタル2017年7月25日18時30分
　民進党の蓮舫代表は２５日、党本部で開かれた党の会合で、次期衆院選に東京都内の小選挙区から立候補する意向を明らかにした。東京都議選について「結果が出せなかった」と振り返り、「負けてしまった東京で、私は衆議院で小選挙区から出ます」と述べた。具体的な選挙区については言及しなかった。

民進党の両院議員懇談会に臨む蓮舫代表（左）と野田佳彦幹事長＝２５日午後３時３０分、東京・永田町の党本部、岩下毅撮影
民進の野田幹事長、辞任を表明　都議選敗北を受け
朝日新聞デジタル2017年7月25日16時28分

民進党の野田佳彦幹事長
　民進党の野田佳彦幹事長は２５日、党本部で開かれた党の会合で、幹事長を辞任する意向を表明した。東京都議選の敗北を受け、党内から執行部刷新を求める声が相次いだことから自らの辞任が不可欠と判断した。蓮舫代表は後任の人選を急ぎ、他の主要ポストについても入れ替える方針。
　２日の都議選で同党は、告示前から２減の５議席にとどまり、前身の民主党時代を含めて過去最低となった。蓮舫氏は続投を表明する一方、都議選を総括する会議を開いたが、党運営に対する厳しい意見が続出した。
　昨年９月の代表就任時に党内の反対論を押し切って幹事長に起用した野田氏は、党内で蓮舫氏の所属するグループを率い、蓮舫氏が自身の後ろ盾として最も信頼を寄せる政治家。党運営の要となる幹事長の交代により、蓮舫氏の求心力のさらなる低下を招く可能性もある。
産経新聞2017.7.26 01:54更新 
民進党の両院議員懇談会での主な発言　「政党支持率低下は蓮舫代表の責任」「挙党体制構築の覚悟がないなら辞めろ」
　民進党が２５日開いた両院議員懇談会の発言要旨は以下の通り。各議員の意見表明は非公開で行われた。
　今井雅人衆院議員「東京都議選の敗北責任は野田佳彦幹事長の辞任に求めるのでなく、党都連の問題だ。離党表明が続けば党が溶ける。政党支持率の低下は蓮舫代表の責任だ」
　階猛衆院議員「攻めと受けの『受け』が弱いのは、野党共闘と衆参の党所属議員、執行部と非執行部という『３つの壁』が邪魔をしている」
　松野頼久元官房副長官「都議選は地方選であり、執行部の辞任は不要だ。離党者への対応は公認権と表裏一体で、ルールに基づいて行うべきだ」
　重徳和彦衆院議員「党は敗北を総括したらまとまるべきだ。支持率はすぐに上がらない」
　泉健太衆院議員「野田氏が辞める理由がわからない。総括でやるべきことに期限を付して取り組むべきだ。結果責任を取るだけなら無責任だ」
　松木謙公衆院議員「都議選は『国政選挙並みの態勢』として臨んだのだから、執行部は結果責任を取るべきだ」
　神本美恵子参院議員「都議選の総括文書に毎度のわかりきった文言が並ぶのでは、必死にやった人に失礼だ。具体策が乏しい」
　井出庸生衆院議員「蓮舫氏は幹事長人事にしろ『二重国籍』問題の対応にしろ、最初に決めたことに対する思いが弱い。挙党態勢を構築する覚悟がないなら代表をやめるべきだ」
民進 速やかに役員人事へ 党を立て直せるかが焦点
NHK7月26日 4時09分
民進党の蓮舫代表は野田幹事長の辞任表明を受けて、速やかに党の役員人事を行う方針で、次の衆議院選挙での野党連携の在り方などをめぐり党内に幅広い意見がある中、挙党態勢を構築し、党の立て直しにつなげることができるのかが焦点となります。
民進党は、先の東京都議会議員選挙の結果を総括するため、きのう両院議員懇談会を開き、野田幹事長が選挙前より２議席減らして５議席にとどまった責任をとりたいなどとして、幹事長を辞任する意向を表明しました。
これを受けて蓮舫代表は、次の衆議院選挙でみずから東京の小選挙区から立候補する考えを明らかにするとともに、「態勢を強化し、次の衆議院選挙で勝てる組織にしていきたい」と述べ、後任の幹事長を含め、速やかに党の役員人事を行うことにしています。
蓮舫氏としては次の衆議院選挙での共産党などとの野党連携や、憲法改正の議論の在り方などをめぐり、党内に幅広い意見がある中で役員人事を通じて挙党態勢を構築し、党の立て直しにつなげることができるのかが焦点となります。
混乱続く民進、前原氏「民主主義の瀬戸際だ」

読売新聞2017年07月25日 23時19分

　民進党の前原誠司・元外相、慶応大教授の井手英策氏が２５日、ＢＳ日テレの「深層ＮＥＷＳ」に出演し、東京都議選で惨敗し、野田幹事長が辞任を表明するなど混乱が続く民進党の再生への道筋について議論した。

　前原氏は、後任幹事長を打診された場合の対応について、「誰かがやらなければならない。我々ではなく、民主主義の瀬戸際だ」と述べるにとどめた。民進党の再生については、「立ち直った時には民進党という名前でなくてもいい。何をやる集団なのかをもう一度確認することが不可欠だ」と指摘した。

連合、是々非々路線が頓挫　傘下労組から想定外の反発 
2017/7/26 1:01日本経済新聞　電子版
　連合が労働基準法改正案に盛る「脱時間給」制度を巡る政府、経団連との修正案の合意を土壇場で見送った。「是々非々路線」に傾く執行部が、安倍政権と協調姿勢をとることに傘下の労働組合から想定を超える反発が出たためだ。連合が支援する民進党が加計学園の問題などで安倍政権への攻勢を強めるなか、政府の政策実現に「助け舟」を出すのは得策でないとの判断も働いたとみられる。
　脱時間給を盛った労基法改正案を「残業代ゼロ…
連合、「脱時間給」容認を撤回　政労使合意は見送り 
2017/7/26 1:00日本経済新聞　電子版
　連合は25日、労働基準法改正案に盛る「脱時間給」制度を巡る政府、経団連との修正案の政労使合意を見送る方針を固めた。連合執行部が現行案の修正を政府に要請したことに、傘下の産業別労働組合などが強く反発。組織をまとめきれないと判断し、撤回することになった。27日に中央執行委員会を開き正式に決める見通しだ。政府は秋に召集する臨時国会に労基法改正案を再提出する。
　政府は３月末に脱時間給を含んだ労基法改正案…
しんぶん赤旗2017年7月25日(火)
安倍首相の危険なねらい　「残業代ゼロ」法案修正「政労使合意」の動き　反対抑え込み早期成立狙う

　「残業代ゼロ」法案（労働基準法改定案）について安倍晋三首相は、連合の要請を受けて法案を修正することを表明し、連合、経団連と「政労使合意」を結ぼうと呼びかけています。連合は政労使合意を結ぶのかどうかについて２１日、中央執行委員会で議論しましたが、組織内の了承が得られず、議論を続けることになりました。安倍首相が「政労使合意」でねらうものは何なのか、見てみると―。（深山直人)
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法案成立に道筋

　同法案は、１日８時間・週４０時間などの労働時間規制を撤廃する「高度プロフェッショナル制度」を導入することと、何時間働いても一定時間しか労働時間と認めない「裁量労働制」を営業職に拡大することが柱です。
　労働時間規制がなくなり、過労死するほど働かせた上、残業代を支払う必要もなくなるというのが本質です。
　そのため労働界も日本弁護士連合会も過労死で家族を亡くした遺族も「過労死促進・残業代ゼロ」だと批判。野党４党も労基法改正案の対案を提出し、厳しく反対してきました。これに押されて２年余、審議入りできていません。
　これが修正されれば「反対するわけにいかない」と連合の神津里季生会長は２１日の記者会見で認めました。法案成立に道筋が大きく開かれることは明らかです。連合内から「長時間労働を助長する制度を容認する」（全国ユニオン声明）と反対の声が上がるのも当然のことです。
　安倍政権は、「残業代ゼロ」法案と、連合も合意した残業時間の上限規制の労基法改定案をセットで成立させる考えを示しているため、連合が修正を言い出した側面があります。
　神津氏は「反対の立場は変わらない」として、「連合の態度が誤解されないか政労使合意の内容を見極める必要がある」として判断は先送りしました。しかし、検討されている政労使合意案では「労働基準法等の改正の早期実現を期す」と明記されており、連合が賛成に転じることが前提になっています。
本質変わらない

　神津氏は「いまの法案がそのままの形で成立してしまうことは耐えられない。できる限りの是正をしないといけない」と修正を求める理由を説明します。
　連合が求める修正の柱は、法案で「健康確保措置」として企業に一つだけ実施を求めている三つの選択肢―(1)１０４日の休日(2)労働時間の上限設定(3)次の勤務までの休息時間確保―のうち、「１０４日の休日」付与を義務付けることです。
　しかし、１０４日の休日とは、週休２日になっても、あとの５日は祝日も盆も正月も関係なく２４時間働かせることができることに変わりありません。大企業は現在、週休２日に加えて年休や公休など１４０日程度休みがありますが、これよりも少ないものです。
　これでは「健康確保措置が極めてぜい弱」（神津氏）と指摘する現状は変わりません。
　裁量労働制の拡大についても「商品販売のみを事業内容とする労働者は対象外とする」との修正を求めていますが、これも政府が説明してきたこととほとんど変わりません。
　損保ジャパン日本興亜では、すでに一般の営業職にまで脱法的に導入しています。あいまいな規定では歯止めになりません。
　民進党の大串博志政調会長は２０日、神津会長も同席したＢＳ放送の番組で、「本質が変わらない限り、反対の態度は変わらない」と改めて表明しています。
「敵に塩」を送る

　連合の修正要請について安倍首相は「残業代ゼロ法案といったレッテル貼りの批判に終始すれば、中身のある議論が行えないと考えていたが、連合の提案は建設的なものだ」と歓迎しています。
　安倍政権は、「残業代ゼロ」法案の行き詰まりに加えて、加計学園疑惑など国政の私物化と憲法破壊の政治に対する国民の批判を浴びて都議選でも惨敗、支持率急落に追い込まれています。こうしたなかで修正を求めることは「敵に塩」を送ることにならないのか。
　神津氏は、「政局のために労働法制をやるわけではない」と釈明していますが、「導入阻止」を実現しようとすれば、さらに安倍政権を追い詰め、廃案に追い込むたたかいこそ必要になっています。
　全労連は、高度プロフェッショナル制も裁量労働制拡大も撤回する以外にないと強調し、改悪阻止・規制強化の「一致点での共闘をすべての労働者に呼びかける」と訴えています。
日本兵３人か、占守島で遺骨発見　近く引き渡しへ
朝日新聞デジタルウラジオストク＝中川仁樹2017年7月25日17時35分
　千島列島の最北端にあるシュムシュ島（占守島）で、ロシアの捜索隊が旧日本兵３人のものとみられる遺骨を発見した。インタファクス通信などが２５日伝えた。部隊の記章や印鑑も見つかった。遺骨は近く日本側に引き渡されるという。
　今回の捜索は７月に行われ、旧ソ連兵とみられる４７人の遺骨も見つかった。調査は２０１４年に始まり、昨年までにソ連兵４１人、日本兵３８人とみられる遺骨が見つかっている。
　占守島は日本がポツダム宣言を受諾した後の１９４５年８月１８日、旧ソ連が侵攻し、激しい戦闘が行われた。ロシア側の研究では、両軍合わせて２５００人以上が死傷したとされる。（ウラジオストク＝中川仁樹）
沖縄・辺野古陸上でも抗議集会　200人、工事中止求め

共同通信2017/7/25 19:08

[image: image35.jpg]



米軍普天間飛行場移設先の沖縄県名護市辺野古の海岸で、移設工事に抗議する反対派＝25日午後

　米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の移設先、名護市辺野古の海岸で25日、政府が埋め立て工事に着手して3カ月となったことに合わせ、抗議集会が開かれた。これに先立つカヌー約70艇による辺野古海上での抗議参加者を含め、計約200人が集まった。

　参加者らは「移設工事中止まで抗議し続ける」と強調。「全基地撤去」「辺野古埋立NO」と書かれたプラカードを掲げ「違法作業をやめろ」「美ら海を守れ」とシュプレヒコールを上げた。

　名護市の自営業島袋正さん（56）は「政府はこれ以上、基地問題で県民を悩ませないでほしい。新基地建設は絶対許さない」と憤った。

カヌー70艇で辺野古沖抗議活動　埋め立て3カ月で反対派

共同通信2017/7/25 12:56
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米軍キャンプ・シュワブに向けて、海上で抗議の声を上げる人たち＝25日午前、沖縄県名護市の辺野古沿岸部

　米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の移設先、名護市辺野古沿岸部で25日、移設に反対する市民らがカヌー約70艇で工事中止を求める抗議活動をした。政府の埋め立て工事着手から同日で3カ月。移設阻止を掲げ24日に工事差し止め訴訟を起こした沖縄県の翁長雄志知事を後押しする狙いもある。

　黄色や青などのカヌーの一団は、立ち入り禁止海域を示すフロート（浮具）沿いに広がり「違法な工事をやめろ」「海を壊すな」とシュプレヒコールを上げた。小型船数隻も参加。監視する海上保安庁などの船とにらみ合いになった。

辺野古移設 護岸工事着手から３か月 海上で抗議
ＮＨＫ7月25日 13時06分
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沖縄のアメリカ軍普天間基地の名護市辺野古への移設に向けて、沖縄防衛局が事実上の埋め立てとなる護岸工事に着手してから２５日で３か月です。護岸の長さは、およそ１００メートルに達していて、海上では、工事に反対する人たちがカヌーや船およそ７０隻に乗って抗議の声を上げました。
アメリカ軍普天間基地の名護市辺野古への移設工事をめぐり、沖縄防衛局がことし４月に事実上の埋め立てとなる護岸工事に着手してから、２５日で３か月となりました。
この間、海には石材が大量に投入され、護岸の長さはおよそ１００メートルに達していて、２５日は、埋め立て予定地に隣接するアメリカ軍基地で新たな護岸工事の着手に向けて、搬入路の整備を進める様子も確認されました。
これに対し、海上では午前中から工事に反対する人たち、およそ１００人がカヌーや船など７０隻に乗って、浮き具に「美ら海を守れ」と書かれた横断幕をくくりつけたり、「違法工事をやめろ」とシュプレヒコールを上げたりして反対を訴えました。
移設工事をめぐっては２４日、沖縄県が差し止めを求める裁判を起こし、国と県が再び、法廷で対立する事態となっています。
抗議活動に参加した人は
埋め立て予定地に隣接するアメリカ軍基地、キャンプシュワブのゲート前で抗議活動をしていた、沖縄県宜野湾市の７０代の女性は「工事を止めたい一心で座り込みをしているのに、工事はどんどん進んでいて、むなしい気持ちになります。自然を破壊する行為は許せません」と話していました。
工事に反対する市民グループの安次富浩共同代表は、沖縄県が２４日工事の差し止めを求める裁判を起こしたことについて、「私たちは提訴を待ち望んでいました。基地建設をやめてほしいという県民の思いをしっかりと受け止めた判決を期待したいです」と話していました。
しんぶん赤旗2017年7月25日(火)
沖縄県　辺野古差し止め提訴　知事「無許可岩礁破砕は違法」
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（写真）会見する翁長雄志知事＝24日、沖縄県庁


　沖縄県は２４日、政府が名護市辺野古の米軍新基地建設工事を無許可で強行するのは違法だとして、工事差し止めを求めて那覇地裁に提訴しました。判決まで工事を中断させる仮処分も併せて申し立てました。新基地をめぐる県と国の法廷闘争は、翁長雄志知事が辺野古埋め立て承認を取り消したのは違法として、昨年１２月に最高裁で県敗訴が確定した訴訟以来となります。
　政府は従来、県知事から県の漁業調整規則３９条１項に基づく「岩礁破砕許可」を得る必要があるとの立場でしたが、今年３月末の期限切れを前に、「名護漁協が漁業権を放棄したので許可は不要」との立場を表明。破砕許可を更新しないまま、４月２５日に辺野古埋め立て工事の一部である護岸工事に着手しました。
　これに対して県は訴状で、漁業法は「放棄」と「変更」を区別していると指摘。漁業権は県が設定しており、仮に地元漁協が漁業権を一部放棄しても、県知事が免許変更をしない限り、漁業権が設定された「漁場の区域」は縮小されないと訴えています。
　翁長雄志知事は同日午後の会見で、「最高裁で判決が出たから自由にやっていいことにならない。法令に基づく手続きに従うのは当然だ」と指摘。「長年積み重ねられた漁業権免許制度の運用に関する見解を、辺野古案件のために恣意（しい）的にねじ曲げるやり方は法治国家とはほど遠い。無許可の行為をしてまで辺野古・大浦湾を埋め立てようとする態度は『沖縄県民に寄り添う』との発言ともかけ離れており、到底容認できない」と訴えました。
　その上で、あらためて「辺野古に新基地は造らせない」との公約実現に向け、「不退転の決意で取り組む」と力説しました。
訴状のポイント

　●漁協が漁業権を放棄しても、県知事の免許変更がない限り、新基地工事水域の漁業権は設定されている
　●知事の許可を得ずに岩礁破砕がなされることが確実な場合、予防的な義務履行請求は認められる
しんぶん赤旗2017年7月25日(火)
安倍政権　みんなで倒そう　総がかり実行委　議員会館前行動
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（写真）安倍内閣退陣を求めて抗議行動をする人たち＝24日、衆院第２議員会館前


　「加計」疑惑、自衛隊による「日報」隠ぺい問題をめぐり安倍晋三首相が出席して衆院予算委員会の閉会中審査が行われた２４日、衆院第２議員会館前を中心に抗議行動が取り組まれ、「稲田防衛相はやめろ」などのプラカードを手にした４００人（主催者発表）が「加計学園の疑惑追及」「安倍政権をみんなで倒そう」とコールしました。主催は総がかり行動実行委員会。
　藤本泰成さん（戦争をさせない１０００人委員会）が主催者あいさつ。「仲間内やお友達ばかり優遇し、国民の声に耳を貸さないということが安倍政治の本質だ。もう退場しかない」と強調しました。
　「安全保障関連法に反対する学者の会」の広渡清吾・東京大学名誉教授、飯島滋明・名古屋学院大学教授が連帯あいさつしました。飯島氏は「安倍政権に国政を担う資格はない」、広渡氏は「安倍政権を崖っぷちまで追い込んできた。あと少しです。退陣に追い込みましょう」と訴えました。
　日本共産党の塩川鉄也衆院議員、民進党の辻元清美衆院議員、福山哲郎参院議員、自由党の森ゆうこ参院議員があいさつ。塩川氏は「解散・総選挙で信を問うべきだ」とのべました。
漏れた日報の消し忘れで／あなたのうそが分かるのよ／誰か隠蔽（いんぺい）させたのね　させたのね…
西日本新聞2017年07月25日 10時32分 
　漏れた日報の消し忘れで／あなたのうそが分かるのよ／誰か隠蔽（いんぺい）させたのね　させたのね／あー　１年近くの市ケ谷なのに／あー　指揮官姿が似合わない／報告なんて受けてないと／陸自が後から泣くような／悲しいうそのつける人
▼僕のかわいいトモちゃんは／だての眼鏡に網タイツ／記憶違いもあるけれど／あの娘は未来の女性総理
▼ラブ・レター・フロム・ナニワ／もしもあなたが名誉校長なら／どんなに美しい学校でしょう／ラブ・レター・フロム・ナニワ／格安国有地　掘ってみると／ごみと疑惑があふれてきます／あなたの１００万円を思い出して／ナニワの夕日見つめています
▼瀬戸は日暮れて　大波小波／愛媛の町に　学部つくるの／獣医師過剰と　心配するけれど／忖度（そんたく）があるから　大丈夫なの／岩盤規制とさよならするのよ／文部科学省どうにかなるわ／親友だったら　遠慮はせずに／全国にどんどん　つくればいいの
▼支持率急に落ちて最低水準／もりかけ暴言無限の不信／内閣改造でわたってゆこう／「記憶にない」と「問題ない」で逃げ切れそうなもの／きっといつかはであうさ憲法改正に
▼「うそ」「ミヨちゃん」「カナダからの手紙」「瀬戸の花嫁」「銀河鉄道９９９」。歌い継がれる珠玉のメロディーたち。つい替え歌にしたくなり、失礼しました。日本の音楽界に一つの時代を築いた作曲家で歌手の平尾昌晃さん逝く。
核兵器禁止条約制定訴えた被爆者が帰国
NHK7月25日 12時57分 
[image: image40.jpg]EEASEBA
RBESERES |





核兵器禁止条約の交渉会議が開かれた国連本部で、条約の制定を訴えた被爆者たちが２５日、横浜港に帰港し、現地での活動を報告しました。
核兵器を法的に禁止する核兵器禁止条約は今月、ニューヨークの国連本部で開かれた会議で１２２の国や地域の賛成多数で採択されました。
２５日は、被爆体験を証言する取り組みの一環で、先月、国連本部の会議の場を訪れた広島と長崎の被爆者などが横浜港に帰港して会見を開き、現地での活動を報告しました。
この中で、１０歳のときに長崎で被爆した三瀬清一朗さん（８２）は条約の採択について、「核兵器廃絶に向けて大きな前進だった」と述べ、評価しました。
６歳のときに広島で被爆した田中稔子さん（７８）も「第一目標がかなったことは素直に喜びたい」と述べました。そのうえで、田中さんは、アメリカの核の傘に守られていることを理由に、日本が交渉会議に参加しなかったことについて、「日本は唯一の被爆国として平和に向けてリーダーシップを取るべきだと思います。核廃絶への道はまだまだ険しいですが、今後も頑張りたい」と話していました。
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